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一
、
は
じ
め
に

　
本
論
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
現
在
の
愛
知
県
内
を
主
な
活
動
地
と

し
た
、
洞
門
学
僧
・
萬
光
道
輝
（
愛
知
県
豊
川
市
虎
岳
山
龍
源
寺
一

三
世
、
一
六
八
一
〜
一
七
五
七
、
以
下
本
文
で
は
「
万
光
」
と
表
記

す
る
）
に
つ
い
て
研
究
す
る
も
の
で
あ
る
。
万
光
に
つ
い
て
は
、
同

時
代
の
学
僧
達
と
広
く
交
流
し
て
お
り
、
関
連
す
る
文
献
に
名
前
が

見
え
る
た
め
、
従
来
は
そ
れ
ら
の
解
題
な
ど
に
、
簡
単
な
事
績
が
紹

介
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
万
光
自
身
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
た

研
究
は
、
管
見
の
限
り
は
見
当
た
ら
な（

１
）いよ
う
に
思
う
。

　
な
お
、
筆
者
が
万
光
の
名
前
を
初
め
て
見
た
の
は
、
万
仞
道
坦

（
一
六
九
八
〜
一
七
七
五
）
の
『
室
内
三
物
秘
弁
』
冒
）
2
（
頭
で
あ
っ

た
。
自
ら
永
平
寺
室
中
に
て
、
伝
・
永
平
道
元
将
来
『
嗣
書
』（
以

下
、
道
元
『
嗣
書
』
と
略
記
）
を
拝
覧
・
書
写
し
て
い
た
万
光
は
、

万
仞
に
開
示
し
た
と
伝
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
筆
者
は
既
に
、
瞎
道
本
光
『
室
内
聯
灯
秘
訣
』
の
研
究
を

行
っ
）
3
（

た
際
に
、
万
光
の
法
嗣
・
宝
園
霊
樹
（
龍
源
寺
一
四
世
、
一
七

六
五
年
没
）
が
、
道
元
『
嗣
書
』
の
複
写
を
瞎
道
な
ど
の
法
友
に
知

ら
せ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
当
然
に
、
本
師
・
万
光
の
影
響
が

あ
る
は
ず
で
、
つ
ま
り
、
現
在
宗
門
で
道
元
『
嗣
書
』
や
授
戒
式
本

が
広
く
参
究
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
は
、
万
光
に
先
駆
的
業
績

が
冠
せ
ら
れ
る
必
要
が
あ
）
4
（
る
。
ま
た
、
万
光
に
は
『
弁
道
話
』
の
書

写
本
が
残
さ
れ
、
宗
乗
の
参
究
に
お
い
て
は
道
元
の
「
正
伝
の
仏

法
」
に
依
拠
す
る
態
度
が
見
え
る
。

萬
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以
上
の
こ
と
か
ら
、
万
光
の
事
績
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
江

戸
時
代
中
期
、
一
地
域
に
住
む
宗
侶
が
、
広
く
名
前
が
知
ら
れ
る
他

の
学
僧
と
と
も
に
、
ど
の
よ
う
に
宗
乗
や
室
内
の
こ
と
を
参
究
し
て

い
た
の
か
を
知
る
機
縁
に
な
る
と
い
え
る
。

　
よ
っ
て
、
本
論
で
は
ま
ず
、
万
光
自
身
の
経
歴
を
挙
げ
、
そ
の
上

で
各
項
目
に
つ
い
て
検
討
を
深
め
る
こ
と
で
、
目
的
を
達
成
し
た
い

と
思
う
。

二
、『
龍
源
寺
記
』
解
題

　
今
回
、
本
論
を
執
筆
す
る
に
際
し
、
万
光
が
主
た
る
住
職
地
と
し

た
虎
岳
山
龍
源
寺
（
現
在
の
地
名
で
愛
知
県
豊
川
市
萩
町
に
所
在
）

を
拝
登
し
、
資
料
等
の
調
査
を
行
っ
た
。
そ
こ
で
、
同
寺
が
所
蔵
す

る
『
龍
源
寺
）
5
（

記
』
を
拝
覧
・
撮
影
す
る
許
可
を
戴
く
こ
と
が
で
き

た
。
今
回
の
研
究
は
、
同
文
書
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
書
誌
情

報
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
一
、
巻
数
　
一
巻

　
　
一
、
料
紙
　
楮
紙

　
　
一
、
形
態
　
巻
子
本

　
　
一
、
題
目
　
參
州
萩
寺
龍
源
禪
寺
記

　
　
一
、
字
数
　
全
286
行
・
各
行
約
12
〜
13
字

　
　
一
、
執
筆
日
　  

寛
保
元
辛
酉
年
（
一
七
四
一
）
孟
秋
穀
旦
（
七

月
吉
日
）

　
　
一
、
執
筆
者
　
摂
津
大
道
寺
二
世
・
天
淳
自
性

　
　
一
、
所
蔵
者
　
虎
岳
山
龍
源
寺

　
本
書
の
「
序
」
に
相
当
す
る
箇
所
を
参
照
し
た
と
こ
ろ
、
執
筆
の

経
緯
は
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。
寛
保
元
年
の
春
、
万
光
が
龍
海
院

（
現
在
の
地
名
で
愛
知
県
岡
崎
市
明
大
寺
町
に
所
在
）
の
住
持
で

あ
っ
た
雲
門
即
道
（
玉
洲
海
琳
の
法
嗣
、
摂
津
大
道
寺
三
世
・
龍
海

院
二
〇
世
な
ど
、
一
六
九
一
〜
一
七
六
）
6
（

五
）
に
書
を
托
し
、
肥
前
甘

露
庵
に
隠
棲
し
て
い
た
天
淳
自
性
（
嗣
承
不
詳
、
摂
津
大
道
寺
二

世
、
一
六
七
五
〜
？
、
寛
保
元
年
で
七
七
）
7
（

歳
）
に
『
龍
源
寺
記
』
執

筆
を
依
頼
し
た
と
い
う
。
な
お
、
こ
の
二
人
の
関
係
な
ど
、
経
緯
の

詳
細
は
後
述
す
る
。
そ
し
て
、
依
頼
す
る
際
、
万
光
は
雲
門
に
、
寺

記
の
元
に
な
る
略
記
と
年
譜
を
持
た
せ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
読
ん
だ

天
淳
は
強
い
畏
敬
の
念
を
抱
き
、
自
ら
七
七
歳
に
及
ぶ
老
体
で
は

あ
っ
た
が
、
求
め
に
応
じ
て
執
筆
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

　
内
容
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
序
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開
山
（
周
鼎
中
易
）
伝
記
並
び
に
開
山
由
来

　
　
二
世
〜
一
一
世
ま
で
の
略
記

　
　
一
二
世
（
悦
元
祖
禅
）
年
譜

　
　
一
三
世
（
万
光
道
輝
）
年
譜

　
　
奥
書

　
開
山
で
あ
る
周
鼎
に
つ
い
て
は
、
万
光
が
見
聞
し
て
い
た
情
報
を

集
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
更
に
、
一
二
世
悦
元
は
万
光
の
受
業

師
・
本
師
で
あ
る
が
、
そ
の
年
譜
を
伝
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
本
文

書
の
白
眉
と
賞
す
る
べ
き
は
、
万
光
自
身
の
詳
細
な
る
年
譜
を
載
せ

て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
七
七
歳
で
遷
化
し
た
万
光
の
六
一
歳
ま
で
の

記
録
で
は
あ
る
が
、
従
来
判
明
し
て
い
た
諸
学
僧
と
の
交
流
か
ら
で

は
窺
い
知
れ
な
か
っ
た
、
万
光
自
身
の
生
誕
や
参
学
の
経
緯
な
ど
も

全
て
判
明
し
た
。

　
以
下
は
、『
龍
源
寺
記
』
で
明
ら
か
と
な
っ
た
万
光
自
身
の
経
歴

を
含
め
、
諸
事
績
を
検
討
し
て
お
き
た
い
。

三
、
万
光
道
輝
年
譜

　
万
光
の
事
績
は
、
寛
保
元
年
ま
で
で
あ
れ
ば
『
龍
源
寺
記
』
で
理

解
可
能
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
同
文
書
と
従
来
知
ら
れ
る
事
柄
を
組
み

合
わ
せ
、
そ
の
経
歴
を
年
譜
形
式
で
見
て
お
き
た
い
。
な
お
、
西

暦
・
和
暦
・
年
齢
・
事
績
（
事
績
の
出
典
）
の
順
で
挙
げ
る
。
ま
た
、

特
に
断
り
が
な
い
事
績
は
『
龍
源
寺
記
』
を
典
拠
と
し
て
い
る
。

　
一
六
八
一
年
（
延
宝
九
）　
　 

一
歳

 

八
月
一
三
日
に
三
河
国
宝
飯
郡
東
上
村
大
高
氏
の
第
三
子
と

し
て
生
誕

　
一
六
八
九
年
（
元
禄
二
）　
　 

九
歳

 

同
郡
丹
野
村
養
円
寺
五
世
・
悦
元
祖
禅
に
投
じ
て
駆
鳥
と
な

る

　
一
六
九
〇
年
（
元
禄
三
）　 

一
〇
歳

 

一
〇
月
五
日
に
悦
元
を
受
業
師
と
し
て
剃
髪
・
出
家

　
一
六
九
七
年
（
元
禄
一
〇
）
一
七
歳

 

悦
元
が
養
円
寺
を
退
董
し
龍
源
寺
へ
晋
住

　
一
七
〇
一
年
（
元
禄
一
四
）
二
一
歳

 

美
濃
国
上
有
知
村
善
応
寺
で
惟
慧
道
定
か
ら
具
足
大
戒
と
重

巌
の
別
号
を
受
く

　
一
七
〇
九
年
（
宝
永
六
）　 

二
九
歳

 
龍
源
寺
で
直
歳
と
な
る
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一
七
一
〇
年
（
宝
永
七
）　 

三
〇
歳

 
三
河
国
八
幡
村
西
明
寺
一
二
世
・
香
水
薫
悟
の
下
で
首
座
就

位

　
　
同
年

 

冬
に
龍
源
寺
へ
帰
山
し
、
悦
元
と
円
相
に
つ
い
て
問
答
し
、

そ
の
境
涯
を
証
明
さ
れ
て
伝
法

　
一
七
一
一
年
（
正
徳
元
）　 
三
一
歳

 

八
月
二
五
日
に
永
平
寺
へ
出
世
の
拝
登
（『
永
平
寺
住

山
）
8
（

記
』、『
龍
源
寺
記
』）

　
一
七
一
八
年
（
享
保
三
）　 

三
八
歳

 

二
月
に
加
賀
大
乗
寺
へ
掛
搭

　
　
同
年
　
五
月
四
日
に
大
乗
寺
碧
岩
室
に
て
（
伝
戒
式
）
式
本

を
、
当
時
の
堂
頭
（
三
三
世
）・
智
灯
照
玄
か
ら
拝
受
（『
血

脈
法
式
』
序
、『
龍
源
寺
記
』）

　
　
同
年
　
一
〇
月
に
病
状
が
悪
化
し
た
悦
元
に
呼
び
戻
さ
れ
る

　
　
同
年
　
臘
月
一
八
日
に
悦
元
の
命
に
依
り
龍
源
寺
の
席
を
継

ぐ
。
た
だ
し
、
実
際
の
晋
山
は
翌
年
か
（『
龍
源
寺
記
』、

『
血
脈
法
式
』
序）

9
（

）

　
一
七
二
〇
年
（
享
保
五
）　 

四
〇
歳

 

春
に
開
山
・
周
鼎
親
筆
の
戒
譜
三
巻
を
得
て
書
写
し
、
龍
源

寺
に
安
置
（『
血
脈
法
式
』
序
、『
龍
源
寺
記
』）

　
　
同
年
　
冬
に
結
制
を
置
き
、
随
喜
衆
一
三
〇
名
。『
瑩
山
清

規
』「
年
中
行
事
」
を
中
心
に
旧
弊
を
改
め
、
叢
林
の
風
儀

を
興
す

　
一
七
二
二
年
（
享
保
七
）　 

四
二
歳

 

八
月
に
尾
張
乾
坤
院
に
輪
住
（
一
四
〇
世
）（『
乾
坤
院
住
山

記
』、『
龍
源
寺
記
』）

　
　
同
年
　
中
冬
に
尾
張
天
沢
寺
に
て
川
僧
慧
済
真
筆
の
式
本
跋
記

を
拝
謁
（『
血
脈
法
式
』
序
）

　
　
同
年
　
臘
月
一
五
日
に
乾
坤
院
蔵
鷺
室
中
に
て
『
血
脈
法
式
』

序
を
記
す
（『
血
脈
法
式
』
序
）

　
一
七
二
三
年
（
享
保
八
）　 

四
三
歳

　 

龍
源
寺
へ
帰
山
し
て
以
降
、
自
ら
戒
師
を
勤
め
て
多
く
の
戒

弟
を
度
し
、
龍
源
寺
山
内
整
備
な
ど
を
精
力
的
に
推
進

　
一
七
三
二
年
（
享
保
一
七
）
五
二
歳

 

智
灯
照
玄
の
幽
棲
地
に
三
河
渭
信
寺
を
供
す
（『
鷹
峰
聯
芳

系
譜
』
中
）

　
享
保
年
中
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永
平
寺
に
安
居
し
て
道
元
『
嗣
書
』
を
拝
覧
・
書
写
（『
室

内
三
物
秘
弁
』）

　
一
七
三
七
年
（
元
文
二
）　 

五
七
歳

 

若
狭
空
印
寺
で
結
制
し
た
面
山
瑞
方
を
、
東
漸
寺
瑛
石
覚
仙

と
共
に
助
化
。
面
山
『
自
受
用
三
昧
』
写
本
を
借
出
、
同
年

秋
に
京
へ
出
版
費
用
を
送
り
、
翌
年
正
月
に
面
山
の
序
を
得

て
開
版
流
通
（『
永
福
面
山
和
尚
年
譜
』、『
自
受
用
三
昧
』）

　
　
同
年
　
仲
夏
に
『
鷹
峰
卍
山
和
尚
広
録
』
印
版
助
縁
の
た
め
、

華
井
寺
智
道
・
東
漸
寺
瑛
石
と
共
に
、
金
五
百
疋
を
献
納

（『
鷹
峰
卍
山
和
尚
広
録
』
巻
三
六
募
刻
識
語
）

　
　
同
年
　
永
平
寺
孤
雲
閣
に
て
道
元
『
嗣
書
』
拝
覧
（『
万
光
和

尚
年
譜
』）

　
一
七
三
九
年
（
元
文
四
）　 

五
九
歳

 

五
月
一
四
日
に
面
山
『
正
法
眼
蔵
闢
邪
訣
』
草
稿
本
を
龍
源

寺
至
休
庵
に
て
書
写
（
万
光
自
写
『
闢
邪
訣
』
奥
書
）

　
　
同
年
　
六
月
二
〇
日
に
至
休
庵
に
て
『
弁
道
話
』
の
国
字
を
校

正
（
妙
厳
寺
本
・
岸
澤
文
庫
本
『
弁
道
話
』
奥
書
）

　
一
七
四
〇
年
（
元
文
五
）　 

六
〇
歳

 

永
平
寺
四
一
世
・
義
晃
雄
禅
か
ら
「
平
紅
帯
并
赤
舄
」
を
贈

ら
れ
る
（『
慈
麟
和
尚
語
録
』
巻
五
）

　
一
七
四
一
年
（
寛
保
元
）　 

六
一
歳

 

春
に
三
河
龍
海
院
の
雲
門
即
道
に
書
を
托
し
、
摂
津
大
道
寺

二
世
・
天
淳
自
性
に
『
龍
源
寺
記
』
執
筆
を
依
頼
、
七
月
に

成
立

　
一
七
四
四
年
（
延
享
元
）　 

六
四
歳

 

龍
源
寺
を
退
董
し
微
笑
堂
に
て
隠
棲
。
後
住
は
法
嗣
の
宝
園

霊
樹
（
龍
源
寺
の
伝
承
）

　
一
七
四
五
年
（
延
享
二
）　 

六
五
歳

 

春
王
正
月
下
浣
に
道
元
真
蹟
「
癸
」
字
識
語
執
筆
（
龍
源
寺

所
蔵
「
癸
」
字
）

　
一
七
四
六
年
（
延
享
三
）　 

六
六
歳

 

宝
園
霊
樹
が
乾
坤
院
に
輪
住
（
一
六
四
世
）（『
乾
坤
院
住
山

記
』）

　
一
七
四
八
年
（
延
享
五
）　 

六
八
歳

 

孟
春
に
癡
学
を
介
し
て
無
隠
道
費
に
龍
源
寺
『
寺
境
十
一
題

詩
』
を
請
い
草
稿
成
る
（『
十
一
題
詩
』
跋
文
）

　
一
七
五
〇
年
（
寛
延
三
）　 

七
〇
歳

 
五
月
に
龍
源
寺
饒
益
庵
中
で
『
弁
道
話
』
書
写
（
妙
厳
寺
本
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『
弁
道
話
』
奥
書
）

　
一
七
五
三
年
（
宝
暦
三
）　 

七
三
歳

 
孟
夏
穀
旦
に
龍
源
寺
饒
益
庵
中
で
『
絵
楽
蔵
本
高
祖
正
法
眼

蔵
序
』
執
筆
（『
絵
楽
蔵
本
高
祖
正
法
眼
蔵
序
』）

　
一
七
五
五
年
（
宝
暦
五
）　 

七
五
歳

 

八
月
九
日
に
龍
源
寺
饒
益
庵
中
で
『
弁
道
話
』
書
写
（
岸
澤

文
庫
本
『
弁
道
話
』
奥
書
）

　
一
七
五
七
年
（
宝
暦
七
）　 
七
七
歳
　
遷
化
（
龍
源
寺
の
伝
承
）

　
以
上
の
通
り
で
あ
る
。
万
光
が
若
か
り
し
頃
か
ら
様
々
な
学
僧
と

の
知
己
を
得
て
、
徐
々
に
宗
乗
や
室
内
の
参
究
を
深
め
て
い
っ
た
様

子
が
理
解
で
き
よ
う
。
以
下
に
は
、
事
績
の
一
々
に
つ
い
て
検
討
を

深
め
る
こ
と
で
、
そ
の
意
義
を
解
明
し
た
い
。

四
、
万
光
道
輝
の
事
績
の
検
討

①
出
家
・
参
学
と
惟
慧
道
定
か
ら
の
授
戒

　
ま
ず
、
万
光
が
生
ま
れ
た
三
河
国
宝
飯
郡
東
上
村
と
は
、
現
在
の

愛
知
県
豊
川
市
東
上
に
該
当
す
る
。
龍
源
寺
が
あ
る
宝
飯
郡
萩
村
か

ら
す
れ
ば
東
に
十
数
キ
ロ
移
動
し
た
場
所
で
は
あ
る
が
、
東
海
道
の

周
辺
で
往
来
が
盛
ん
な
地
域
で
も
あ
り
、
普
段
か
ら
交
流
が
あ
っ
た

こ
と
だ
ろ
う
。

　
幼
い
頃
か
ら
出
家
の
志
を
持
っ
て
い
た
と
『
龍
源
寺
記
』
に
記
さ

れ
る
よ
う
に
、
九
歳
の
時
に
同
郡
丹
野
村
養
円
寺
（
現
在
の
地
名
で

愛
知
県
蒲
郡
市
相
楽
町
に
所
在
）
五
世
で
あ
っ
た
悦
元
祖
禅
に
参
じ

た
。
最
初
は
駆
鳥
の
立
場
で
あ
っ
た
が
、
一
年
も
す
る
と
正
式
に
剃

髪
し
、
出
家
し
た
と
い
う
。
な
お
、
悦
元
に
参
じ
た
理
由
は
判
明
し

な
い
け
れ
ど
も
、
生
家
た
る
大
高
氏
の
関
係
が
あ
っ
た
も
の
か
。
現

段
階
で
は
不
明
で
あ
る
。

　
ま
た
、
万
光
一
七
歳
の
時
に
受
業
師
・
悦
元
は
養
円
寺
の
本
寺
で

あ
る
龍
源
寺
に
一
二
世
と
し
て
晋
住
す
る
が
、
万
光
も
随
侍
し
た
で

あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
万
光
自
身
の
参
学
に
最
初
の
転
機
が
訪
れ
た
と
思
わ
れ
る

の
は
、
二
一
歳
の
時
で
あ
る
。
美
濃
国
上
有
知
村
善
応
寺
（
現
在
の

地
名
で
岐
阜
県
美
濃
市
吉
川
町
に
所
在
）
で
戒
師
を
勤
め
た
惟
慧
道

定
（
一
六
三
四
〜
一
七
一
三
）
に
就
い
て
具
足
大
戒
を
受
け
た
と
あ

る
。
惟
慧
は
、
洞
門
は
勿
論
、
黄
檗
宗
諸
師
に
も
参
じ
る
な
ど
し
、

戒
学
を
中
心
に
当
代
一
流
の
学
僧
で
あ
っ
た
。
主
著
と
い
う
べ
き
も

の
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
惟
慧
の
法
嗣
・
定
高
が
編
ん
だ
『
濃
州
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徳
巌
惟
慧
和
尚
年
譜
』
を
参
照
す
る
と
、
戒
会
を
修
行
す
れ
ば
広
く

戒
弟
を
集
め
た
と
い
う
。
万
光
が
参
じ
た
と
き
の
戒
会
に
つ
い
て
、

惟
慧
の
年
）
10
（
譜
で
は
、
既
に
徳
巌
寺
（
現
在
の
地
名
で
岐
阜
県
関
市
に

所
在
）
に
転
住
し
て
い
た
惟
慧
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
当
時
の
善
応
寺

住
持
の
結
制
に
因
み
、
請
わ
れ
て
戒
師
を
勤
め
た
と
い
う
。
な
お
、

『
龍
源
寺
記
』
で
示
す
「
具
足
大
戒
」
が
意
味
す
る
も
の
は
不
明
だ

が
、
惟
慧
が
檗
門
の
『
弘
戒
法
儀
』
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
と

す
れ
ば
、
宗
門
所
伝
の
菩
薩
戒
の
み
な
ら
ず
『
四
分
律
』
に
基
づ
く

二
五
〇
戒
を
受
け
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

　
惟
慧
は
、
当
時
の
洞
門
僧
侶
が
参
じ
た
師
家
の
一
人
と
し
て
知
ら

れ
て
お
）
11
（

り
、
万
光
自
身
そ
の
知
己
を
得
た
こ
と
に
よ
り
、
戒
学
参
究

へ
の
道
筋
が
開
け
た
と
い
え
よ
う
。

　
ま
た
、
こ
の
時
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
万
光
は
惟
慧
か
ら
別
号

の
「
重
巌
」
を
授
与
さ
れ
た
。

②
首
座
就
位
と
永
平
寺
で
の
出
世

　
三
〇
歳
の
時
に
八
幡
村
西
明
寺
（
現
在
の
地
名
で
豊
川
市
八
幡
町

寺
前
に
所
在
）
一
二
世
・
香
水
薫
悟
の
結
制
で
首
座
を
務
め
た
万
光

は
、
同
年
後
半
に
龍
源
寺
に
帰
山
す
る
と
、
あ
る
日
、
師
の
悦
元
と

「
円
相
」
に
つ
い
て
問
答
し
、
そ
の
境
涯
を
認
め
ら
れ
信
衣
を
伝
え

ら
れ
た
と
い
う
。
な
お
、
年
譜
で
も
一
部
の
名
前
が
出
て
い
た
近
隣

の
五
ヵ
寺
、
現
在
は
全
て
豊
川
市
内
と
な
る
妙
厳
寺
（
豊
川
稲
荷
）・

花
井
寺
・
東
漸
寺
・
西
明
寺
、
そ
し
て
龍
源
寺
は
「
五
庄
屋
寺
」
と

も
呼
ば
れ
、
何
か
あ
れ
ば
お
互
い
に
与
力
す
る
関
係
で
あ
っ
た
と
い

う
。
伽
藍
法
か
ら
す
れ
ば
、
前
者
二
ヵ
寺
が
遠
江
普
済
寺
（
寒
巌

派
）
系
統
で
、
残
る
三
ヵ
寺
は
尾
張
乾
坤
院
（
太
源
派
）
系
統
と
な

る
。
万
光
の
年
譜
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
寺
の
住
持
と
共
に
行
動
す
る

様
子
が
伝
わ
る
た
め
、
関
係
が
特
に
深
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
さ
て
、『
龍
源
寺
記
』
及
び
『
永
平
寺
住
山
記
』
に
よ
れ
ば
、
正

徳
元
年
（
一
七
一
一
）、
万
光
三
一
歳
の
八
月
二
五
日
に
永
平
寺
へ

出
世
（
瑞
世
）
の
拝
登
を
行
っ
た
。
特
に
後
者
の
記
録
に
よ
れ
ば
、

三
河
龍
泉
寺
に
在
住
し
て
い
た
頃
と
い
う
が
、
龍
泉
寺
は
か
つ
て
宝

飯
郡
萩
村
内
に
所
在
し
、
龍
源
寺
三
世
中
興
の
機
応
宗
全
が
開
い
た

一
木
庵
が
そ
の
由
来
と
さ
れ
、
万
光
在
住
時
は
平
僧
地
で
あ
っ
）
12
（

た
。

近
年
、
廃
寺
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
万
光
の
出
世
は
、
永
平
寺
の

御
正
忌
に
重
な
っ
て
お
り
、
当
時
の
永
平
寺
貫
首
は
三
七
世
・
石
牛

天
梁
（
？
〜
一
七
一
四
）
で
あ
っ
た
。

　
万
光
は
後
の
享
保
年
間
に
、
永
平
寺
で
道
元
『
嗣
書
』
を
書
写
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し
、
宝
暦
年
間
に
も
拝
覧
し
た
と
伝
わ
る
が
、
こ
の
出
世
の
時
に
道

元
『
嗣
書
』
に
つ
い
て
知
見
を
得
た
も
の
か
。
万
光
の
室
内
参
究
に

つ
い
て
は
、『
血
脈
法
式
』
と
の
関
係
に
お
い
て
も
検
討
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。

③
『
血
脈
法
式
』
に
つ
い
て

　
現
在
の
『
曹
洞
宗
全
書
』
及
び
『
続
曹
洞
宗
全
書
』
に
お
い
て
、

万
光
の
名
前
が
主
と
し
て
載
る
文
献
が
『
血
脈
法
式
』（『
続
曹
洞
宗

全
書
』「
禅
戒
」
所
収
）
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
序
」
か
ら
は
、
万
光

自
身
の
室
内
参
究
の
様
子
が
伝
わ
る
け
れ
ど
も
、
記
載
さ
れ
る
順
番

か
ら
は
か
え
っ
て
混
乱
を
招
く
。
よ
っ
て
、
本
論
で
は
『
龍
源
寺

記
』
に
よ
る
記
録
も
含
め
て
、
万
光
の
室
内
参
究
の
経
緯
を
明
ら
か

に
し
て
み
た
い
。

　
ま
ず
、
既
に
前
項
に
お
い
て
、
万
光
が
二
一
歳
の
時
に
惟
慧
道
定

の
授
戒
会
に
随
喜
し
た
こ
と
を
示
し
た
。
た
だ
し
、
惟
慧
か
ら
授
与

さ
れ
た
戒
は
声
聞
戒
を
含
ん
だ
可
能
性
も
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
万
光
の
参
究
に
更
な
る
転
機
が
訪
れ
た
の
は
、
永
平
寺

へ
の
出
世
の
拝
登
と
大
乗
寺
へ
の
掛
搭
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

『
龍
源
寺
記
』
の
記
録
も
参
照
す
る
と
、
三
一
歳
で
出
世
の
拝
登
を

行
っ
た
万
光
は
、
そ
の
後
数
年
の
事
績
が
不
明
瞭
で
は
あ
る
が
、
三

八
歳
の
二
月
に
加
賀
大
乗
寺
へ
掛
搭
し
て
い
る
。
同
年
五
月
に
当
時

の
堂
頭
・
智
灯
照
玄
（
三
三
世
）
か
ら
同
寺
碧
岩
室
で
式
本
（『
仏

祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法
』）
を
拝
受
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
、
自
ら

が
龍
源
寺
に
晋
山
し
た
翌
年
に
当
た
る
四
〇
歳
の
時
に
龍
源
寺
開
山

の
周
鼎
中
易
（
？
〜
一
五
一
九
）
親
筆
の
式
本
を
入
手
し
、
四
二
歳

で
乾
坤
院
に
輪
住
す
る
前
後
で
、
同
じ
太
源
派
に
伝
承
さ
れ
る
式
本

を
数
種
拝
覧
す
る
な
ど
、
万
光
の
室
内
参
究
は
進
む
こ
と
と
な
っ
た
。

　
そ
の
参
究
の
意
義
は
太
源
派
、
就
中
乾
坤
院
の
開
山
に
勧
請
さ
れ

た
川
僧
慧
済
（
一
四
一
〇
〜
一
四
七
五
）
に
連
な
る
祖
師
が
伝
授
し

て
い
た
式
本
各
種
を
集
め
、
そ
れ
を
大
乗
寺
で
得
て
い
た
明
峰
派
の

式
本
と
比
較
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
作
業
の
結
果
、
各
派
や
や
異

な
っ
て
い
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
一
の
式
本
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
、
そ
の
更
な
る
淵
源
に
位
置
付
け
ら
れ
る
宗
門
開
創
期

頃
の
様
子
が
容
易
に
想
像
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
成
果
と
い

え
る
。
具
体
的
に
『
血
脈
法
式
』
で
は
、
加
賀
大
乗
寺
本
に
加
え
、

肥
後
大
慈
寺
本
の
奥
書
を
も
書
き
入
れ
て
い
る
。

　
併
せ
て
周
鼎
親
筆
の
『
略
受
戒
儀
』『
伝
戒
図
式
』（
上
記
二
つ
が

『
血
脈
法
式
』
相
当
か
）
と
『
教
授
戒
文
』
を
書
写
し
、
装
丁
し
直
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す
な
ど
し
て
龍
源
寺
の
寺
宝
に
し
た
こ
と
の
意
義
も
大
き
い
。
こ
の

頃
、
月
舟
・
卍
山
の
法
系
・
学
系
に
連
な
る
祖
師
の
見
解
を
見
て
い

く
と
、
月
舟
宗
胡
に
よ
る
禅
戒
会
の
再
興
を
評
価
し
つ
つ
、
そ
れ
を

可
能
に
し
た
式
本
が
大
乗
寺
に
伝
わ
る
こ
と
を
誇
示
す
る
が
、
そ
れ

が
峨
山
派
で
も
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
と
こ
ろ
で
、『
血
脈
法
式
』
の
「
授
戒
作
法
（『
略
受
戒
儀
』
か
）」

は
現
在
ま
で
伝
わ
る
『
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法
』
と
ほ
ぼ
同
一
と
な

る
が
、
留
意
さ
れ
る
べ
き
は
教
授
師
が
随
喜
し
な
い
作
法
だ
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
本
来
、『
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法
』
は
教
授
師
が
教

授
道
場
で
弟
子
相
手
に
『
教
授
戒
文
』
を
唱
え
、
ま
た
正
授
道
場
で

は
和
尚
（
本
師
・
戒
師
）
に
よ
る
諸
作
法
を
手
助
け
す
る
役
目
を
持

つ
。
と
こ
ろ
が
、『
血
脈
法
式
』
の
場
合
は
和
尚
自
ら
『
教
授
戒

文
』
を
唱
え
、
諸
作
法
の
手
助
け
も
侍
者
が
介
添
え
す
る
程
度
で
あ

る
（『
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法
』
で
も
侍
者
の
介
添
え
は
あ
る
）。
一

応
、
末
尾
に
は
教
授
師
が
い
た
場
合
に
別
様
の
進
退
が
あ
る
こ
と
を

付
記
し
て
い
る
が
、
特
例
の
よ
う
な
措
置
に
な
っ
て
い
る
。
今
一
つ

は
、
和
尚
が
蓮
華
台
に
登
っ
た
後
で
唱
え
る
歴
代
仏
祖
の
宝
号
に
も

留
意
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
道
元
『
嗣
書
』
に
お
け
る
歴
代
仏
祖
の
呼

称
に
お
い
て
、
西
天
一
二
祖
の
馬
鳴
は
「
阿
那
菩
底
」
と
記
載
さ

れ
、
同
じ
く
二
四
祖
の
師
子
は
「
師
子
菩
提
」
と
記
載
さ
れ
る
な

ど
、
他
に
は
容
易
に
見
出
せ
な
い
特
殊
な
呼
称
が
見
え
、
し
か
も
道

元
『
正
法
眼
蔵
』「
仏
祖
」
巻
や
、
瑩
山
『
伝
光
録
』
の
古
写
本
系

の
記
載
と
も
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
問
題
な
の
だ
が
、『
血
脈
法

式
』
で
は
両
祖
の
著
作
の
通
り
に
な
っ
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う

に
、
道
元
『
嗣
書
』
を
拝
覧
・
書
写
し
た
と
い
う
万
光
は
、
こ
の
齟

齬
を
ど
う
会
通
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
現
在
『
続
曹
全
』
に
収
録
さ
れ
る
『
血
脈
法
式
』
の
底
本
は
、
万

光
が
加
賀
大
乗
寺
に
献
納
し
た
写
本
で
あ
る
。
献
納
の
年
次
は
不
明

だ
が
、
奥
書
に
は
延
享
三
年
（
万
光
六
六
歳
）
当
時
の
大
乗
寺
住
持

で
あ
っ
た
慈
麟
玄
趾
（
一
六
九
〇
〜
一
七
六
四
）
が
、
本
書
の
由
来

を
ご
く
簡
単
に
記
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
年
次
を
献
納
の
時
期
と
見

る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
か
ら
、
書
写
・
献
納
に
至
る
動
機
の

解
明
に
資
す
る
と
思
わ
れ
る
の
が
、『
血
脈
法
式
』
の
序
で
あ
る
。

そ
れ
を
見
る
限
り
、
万
光
が
「
禅
壇
の
戒
」
と
称
す
る
宗
門
所
伝
の

菩
薩
戒
授
受
の
儀
軌
に
つ
い
て
は
、
正
し
く
伝
わ
ら
な
い
者
が
、
道

元
の
戒
法
も
知
ら
ず
、
他
派
の
方
法
を
無
闇
に
取
り
入
れ
て
い
た
こ

と
を
、「
自
今
、
宝
を
外
に
求
め
ず
、
自
家
禅
壇
の
戒
を
興
隆
）
13
（
す
」

べ
き
と
し
て
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
も
し
惟
慧
道
定
か
ら
受
け
た



萬
光
道
輝
の
研
究
（
菅
原
）

94─　   ─

「
具
足
大
戒
」
に
声
聞
戒
授
与
も
行
わ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
へ

の
批
判
を
含
む
可
能
性
が
あ
る
。

　
ま
た
、
万
仞
道
坦
『
洞
上
伝
戒
弁
』
の
後
半
は
、
ほ
ぼ
万
光
の

『
血
脈
法
式
』
と
同
じ
作
業
を
経
つ
つ
、
万
仞
が
拝
覧
し
た
諸
式
本

に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
龍
源
寺
室
中
の
周
鼎
親

筆
本
も
含
ま
れ
て
い
）
14
（
る
。
こ
れ
は
、
万
仞
と
万
光
と
の
交
流
を
示
す

も
の
で
あ
ろ
う
。

④
道
元
『
嗣
書
』
拝
覧
・
拝
写
に
つ
い
て

　
万
仭
『
室
内
三
物
秘
弁
』
で
は
、
万
光
が
永
平
寺
に
安
居
し
て
道

元
『
嗣
書
』
を
拝
覧
・
拝
写
し
た
と
伝
え
る
。

　
　
享
保
年
中
、
三
州
龍
源
万
光
和
尚
、
永
平
寺
に
安
居
す
。
特
願

し
て
高
祖
の
嗣
書
を
拝
見
書
写
し
来
た
り
て
、
余
に
示
）
15
（

す
。

　
右
記
の
通
り
万
光
に
よ
る
永
平
寺
へ
の
安
居
、
並
び
に
拝
見
書
写

は
享
保
年
中
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
三
八
歳
で
大
乗
寺
に
掛
搭

し
て
か
ら
は
、
同
年
中
に
本
師
・
悦
元
か
ら
龍
源
寺
の
後
住
に
任
じ

ら
れ
る
な
ど
し
た
た
め
、
当
然
に
自
由
な
時
間
も
無
く
な
っ
た
と
思

わ
れ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
若
狭
空
印
寺
で
の
面
山
の
結
制
を
助

化
し
た
こ
と
も
考
え
る
と
、
永
平
寺
拝
登
・
安
居
も
可
能
だ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
の
上
で
、
万
光
が
永
平
寺
に
安
居
し
た
「
享
保
年
間
」
と
し
て

ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、
大
乗
寺
掛
搭
前
の
享
保
元
年
か
ら
三
年
ま

で
の
間
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
の
場
合
は
後
述
す
る
よ
う
に
『
血

脈
法
式
』
と
の
記
述
が
合
わ
な
い
。
ま
た
、『
宝
積
万
仞
老
漢
略
年

譜
』
を
記
し
た
岸
澤
惟
安
（
一
八
六
五
〜
一
九
五
五
）
は
、
万
光
が

永
平
寺
四
一
世
・
義
晃
雄
禅
（
一
六
七
一
〜
一
七
四
〇
）
に
参
じ
て

『
嗣
書
』
を
得
た
と
い
う
。
義
晃
の
永
平
寺
晋
住
は
享
保
二
一
年

（
一
七
三
六
、
四
月
二
一
日
で
元
文
へ
改
元
）
で
あ
り
、
後
述
す
る

よ
う
に
義
晃
が
万
光
に
贈
り
物
を
し
た
記
録
が
残
る
ほ
ど
親
し
い
間

柄
で
あ
っ
た
し
、
実
際
に
永
平
寺
へ
安
居
し
た
可
能
性
も
残
る
た

め
、
岸
澤
の
指
摘
は
合
点
が
い
く
。
ま
た
、
こ
の
場
合
、
瞎
道
本
光

が
『
室
内
聯
灯
秘
）
16
（

訣
』
で
、
自
ら
得
た
道
元
『
嗣
書
』
の
由
来
が
、

龍
源
寺
一
四
世
・
宝
園
霊
樹
か
ら
で
、
し
か
も
、
そ
の
際
に
義
晃
雄

禅
の
「
親
繕
写
」
と
さ
れ
る
理
由
も
理
解
で
き
る
。
た
だ
し
、
こ
の

時
は
万
仞
が
万
光
に
つ
い
て
、
道
元
『
嗣
書
』
を
「
拝
見
書
写
」
し

て
き
た
と
す
る
記
述
と
合
わ
な
い
。
不
可
解
な
の
は
、
万
光
に
よ
る

道
元
『
嗣
書
』
の
書
写
を
挙
げ
る
の
は
万
仞
の
み
で
、
万
光
自
身
の

『
血
脈
法
式
』
も
『
龍
源
寺
記
』
も
触
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
享
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保
二
一
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
当
然
に
『
血
脈
法
式
』
で

は
触
れ
ら
れ
な
い
。『
龍
源
寺
記
』
の
記
述
に
つ
い
て
も
、
義
晃
雄

禅
と
の
交
流
か
ら
得
た
と
い
う
程
度
で
あ
れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
記
載
す

る
ま
で
も
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
宗
門
に
お
け
る
『
嗣
書
』
参
究
の
歴
史
を
改
め
て
振
り
返
る
と
、

現
在
永
平
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
道
元
『
嗣
書
』
に
つ
い
て
は
、
道
元
の

古
伝
で
は
一
切
論
じ
ら
れ
な
い
。
そ
れ
こ
そ
、『
正
法
眼
蔵
』「
嗣

書
」
巻
も
、
そ
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
瑩
山
紹
瑾
『
伝
光

録
』「
第
五
十
一
祖
章
」
ま
で
も
が
触
れ
な
い
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
江
戸
元
禄
期
の
宗
統
復
古
運
動
を
推
進
し
た
卍
山
道
白
も
梅
峰

竺
信
も
、
共
に
道
元
『
嗣
書
』
の
存
在
に
自
著
で
言
及
し
た
（
卍
山

『
洞
門
衣
袽
集
』「
対
客
二
）
17
（

筆
」、
梅
峰
『
林
丘
客
話
（
上
）
18
（

）』）。
特
に

卍
山
は
、
永
平
寺
で
所
蔵
す
る
道
元
『
嗣
書
』
の
他
に
、『
授
理
観

戒
脈
』
の
存
在
を
同
じ
明
峰
派
と
な
る
無
得
良
悟
（
一
六
五
一
〜
一

七
四
二
）
か
ら
聞
い
た
と
も
記
録
し
て
い
る
（『
洞
門
衣
袽
集
』「
対

客
二
筆
」）。
つ
ま
り
、
学
僧
達
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
は
、
永
平

寺
に
所
蔵
す
る
室
内
三
物
関
連
文
書
に
興
味
が
持
た
れ
て
い
た
の
だ

が
、
そ
の
関
心
が
実
際
の
拝
覧
・
書
写
に
ま
で
至
っ
た
記
録
は
、

面
）
19
（
山
や
万
光
が
早
い
。
万
仞
や
瞎
道
へ
の
影
響
を
考
え
れ
ば
、
本
論

冒
頭
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
万
光
を
宗
門
の
室
内
参
究
に
お
け
る
先

駆
者
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
万
光
が
万
仭
に
対
し
、
道
元
『
嗣
書
』
を
示
し
た
機

会
が
知
ら
れ
な
い
。
先
に
挙
げ
た
「
享
保
年
間
」
と
は
万
光
の
永
平

寺
安
居
期
間
で
は
あ
る
が
、
万
仞
と
の
相
見
を
示
す
と
は
限
ら
な
い

た
め
で
あ
る
。『
室
内
三
物
秘
弁
』
に
つ
い
て
、『
曹
全
』
本
の
跋
文

は
一
七
六
三
年
（
宝
暦
一
三
）
で
あ
る
が
、『
室
内
三
物
秘
弁
』
を

校
訂
し
た
岸
澤
惟
安
に
よ
れ
ば
、
宝
暦
八
年
以
前
の
稿
本
を
見
て
い

る
と
い
う
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
万
光
遷
化
前
後
の
頃
で
あ
る
か

ら
、
実
際
に
万
光
か
ら
道
元
『
嗣
書
』
の
提
供
を
受
け
た
の
は
、
万

仭
の
三
河
国
内
寺
院
住
職
期
）
20
（

間
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
程
度
で
、

そ
れ
以
上
の
こ
と
は
現
段
階
で
定
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
ま
た
『
万
光
和
尚
年
譜
』
で
は
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
に
永
平

寺
孤
雲
閣
で
道
元
『
嗣
書
』
を
拝
覧
し
た
と
伝
え
る
。
今
後
同
『
年

譜
』
の
確
認
を
通
し
て
、
更
に
事
実
関
係
の
確
定
を
行
い
た
い
。

⑤
智
灯
照
玄
と
渭
信
寺

　
万
光
の
学
僧
と
の
繋
が
り
を
検
討
す
る
中
で
、
大
乗
寺
三
三
世

（
数
え
方
で
三
一
世
と
も
）
の
智
灯
照
玄
（
一
六
六
五
〜
一
七
三
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九
）
と
の
関
係
は
、
重
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
智
灯
は
享
保
元
年

（
一
七
一
六
）
に
大
乗
寺
へ
入
り
、
翌
年
の
三
月
に
開
堂
し
た
。
な

お
、
大
乗
寺
流
布
本
系
統
『
洞
谷
記
』
は
、
開
堂
の
翌
年
に
重
輯
・

筆
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
開
堂
か
ら
一
三
年
し
て
退
院

し
た
（『
大
乗
聯
芳
志
』
の
記
）
21
（
載
）。
そ
の
後
、
信
州
巌
船
に
玉
泉
院

（
現
在
の
地
名
で
長
野
県
佐
久
市
春
日
に
所
在
）
を
開
く
な
ど
し
た

が
、
享
保
一
七
年
に
三
河
渭
信
寺
（
現
在
の
地
名
で
愛
知
県
岡
崎
市

上か
み

衣そ

文ぶ
み

町ち
ょ
う

に
所
在
、「
ソ
ブ
ミ
観
音
」
の
名
で
知
ら
れ
る
）
を
開
い

た
。
そ
の
経
緯
は
『
鷹
峰
聯
芳
系
譜
』
中
巻
が
以
下
の
通
り
に
伝
え

る
。

　
　
壬
子
歳
、
參
州
龍
源
萬
光
公
、
渭
信
寺
を
以
て
師
の
幽
棲
に
充

つ
。
師
、
時
に
古
稀
に
登
る
も
、
結
制
の
道
聚
、
衆
、
千
指
を

過
）
22
（

ぐ
。

　
壬
子
歳
が
享
保
一
七
年
で
あ
る
た
め
、
そ
の
年
に
万
光
が
智
灯
を

渭
信
寺
に
招
い
た
こ
と
や
、
智
灯
が
入
る
や
各
地
か
ら
多
く
の
僧
侶

が
渭
信
寺
に
参
集
し
た
様
子
も
伝
わ
る
。『
大
乗
聯
芳
志
』
が
「
黄

梅
を
開
く
」
と
す
る
こ
と
か
ら
、
一
部
で
黄
梅
院
と
誤
記
す
る
記
事

も
あ
る
が
、
黄
梅
は
渭
信
寺
の
山
号
で
あ
る
。
な
お
、
本
論
執
筆
に

因
み
渭
信
寺
も
調
査
し
た
が
、
明
治
年
間
に
祝
融
に
遇
い
、
当
初
の

場
所
か
ら
現
在
地
へ
数
百
メ
ー
ト
ル
移
動
す
る
な
ど
、
万
光
に
よ
る

智
灯
招
請
の
詳
細
は
判
明
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
理
由
を
推

測
す
れ
ば
、
大
乗
寺
伝
来
の
式
本
を
授
与
さ
れ
た
の
が
当
時
の
堂
頭

で
あ
る
智
灯
か
ら
で
あ
っ
た
た
め
、
恩
義
に
報
い
た
と
考
え
る
の
が

自
然
で
あ
る
。
そ
し
て
、
渭
信
寺
本
来
の
寺
基
に
は
智
灯
の
開
山
塔

を
始
め
、
歴
住
の
墓
所
が
残
さ
れ
、
当
時
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

特
に
開
山
塔
脇
に
立
つ
「
血
脈
授
与
供
養
塔
」
は
、
智
灯
が
生
涯
の

間
に
『
血
脈
』
を
授
与
し
た
戒
弟
の
人
数
を
「
眞
俗
都
一
萬
百
三
十

九
」
と
記
し
、
熱
心
に
戒
会
を
開
い
た
様
子
を
伝
え
る
。

　
な
お
、
大
乗
寺
の
歴
住
が
開
い
た
た
め
、
渭
信
寺
の
本
寺
は
大
乗

寺
で
あ
る
が
、
遠
方
の
た
め
、
普
段
の
付
き
合
い
は
開
山
の
経
緯
か

ら
龍
源
寺
を
本
所
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
更
に
本
尊
は
加
賀
藩

の
藩
祖
・
前
田
利
家
所
持
の
観
音
像
と
さ
れ
、
寺
の
伝
承
で
は
智
灯

に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
も
の
と
い
う
。

　
ま
た
、
渭
信
寺
の
歴
住
を
見
る
と
、
智
灯
遷
化
後
は
、
智
灯
の
法

嗣
が
一
〇
世
ま
で
次
々
に
住
持
と
し
て
入
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
の
様
子
の
一
端
を
知
る
た
め
に
、
智
灯
の
法
嗣
で
渭
信
寺
と
大
乗

寺
の
両
方
に
住
持
し
た
者
に
つ
い
て
『
大
乗
聯
芳
志
』
を
参
照
す
る

と
、
渭
信
寺
四
世
・
逆
水
洞
流
（
一
六
八
四
〜
一
七
六
六
）
が
寛
延
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元
〜
三
年
（
一
七
四
八
〜
五
〇
）
の
間
の
み
住
し
て
大
乗
寺
三
八
世

と
し
て
転
住
し
、
同
五
世
・
大
暁
高
釣
（
一
六
九
六
〜
一
七
六
一
）

は
寛
延
三
年
〜
宝
暦
三
年
（
一
七
五
〇
〜
五
三
）
の
間
の
み
住
し
て

長
戸
功
山
寺
（
現
在
の
地
名
で
山
口
県
下
関
市
長
府
に
所
在
）
一
八

世
と
し
て
転
住
し
た
。
ま
た
、
そ
の
後
も
同
じ
卍
山
派
法
類
で
各
種

禅
籍
開
版
で
も
知
ら
れ
る
宜
黙
玄
契
（
慈
麟
玄
趾
の
法
嗣
）
が
一
五

世
に
入
る
な
ど
し
て
い
る
。
智
灯
の
法
嗣
は
短
い
期
間
に
次
へ
と
転

住
し
て
い
る
が
、
明
ら
か
に
同
地
に
お
い
て
卍
山
派
（
明
峰
派
）
が

入
る
寺
院
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
は
理
解
で
き
よ
う
。

⑥
面
山
瑞
方
と
の
関
わ
り 

　
─
─
『
自
受
用
三
昧
』
と
『
正
法
眼
蔵
闢
邪
訣
』

　
若
狭
小
浜
の
空
印
寺
住
持
で
あ
っ
た
面
山
瑞
方
（
一
六
八
三
〜
一

七
六
九
）
が
、
本
寺
の
三
河
龍
渓
院
（
現
在
の
地
名
で
愛
知
県
岡
崎

市
桑
原
町
に
所
在
）
の
輪
住
と
し
て
晋
山
し
た
の
は
享
保
二
〇
年

（
一
七
三
五
）
八
月
三
日
で
あ
っ
）
23
（
た
。

　
開
堂
し
た
後
、
同
年
中
に
遠
江
可
睡
斎
を
訪
れ
た
。
ま
た
、
翌
年

に
は
龍
渓
院
の
本
寺
遠
江
大
洞
院
で
厳
修
さ
れ
た
同
院
二
代
・
如
仲

天
誾
の
三
〇
〇
年
忌
に
随
喜
し
て
法
語
を
奉
り
、
同
年
中
に
龍
渓
院

開
山
・
茂
林
芝
繁
の
二
五
〇
年
忌
を
営
ん
だ
際
に
は
、
門
末
寺
院
が

集
ま
る
な
ど
し
、
東
海
地
方
の
太
源
派
内
に
そ
の
存
在
感
を
示
し

た
。
そ
し
て
、
元
文
元
年
八
月
（
享
保
は
四
月
二
八
日
で
元
文
に
改

元
）
中
に
輪
住
の
役
目
を
終
え
て
空
印
寺
へ
帰
寺
し
た
。

　
面
山
は
帰
寺
翌
年
の
元
文
二
年
（
一
七
三
五
）
夏
に
空
印
寺
で
結

制
を
置
き
、
同
寺
で
知
客
を
務
め
て
い
た
龍
河
を
首
座
と
し
て
招
い

た
。
し
か
も
、
こ
の
時
に
『
洞
上
僧
堂
清
規
行
法
鈔
』
を
実
際
に
用

い
た
と
い
う
。
な
お
、
面
山
は
こ
の
結
制
に
先
だ
っ
て
、
僧
堂
を

持
っ
て
い
た
龍
渓
院
で
進
退
を
試
し
）
24
（

た
と
伝
え
る
。
そ
し
て
、
空
印

寺
で
の
面
山
の
結
制
を
助
力
し
た
の
が
、
万
光
で
あ
っ
た
。

　
　
師
、
五
十
五
歳
、
此
の
夏
、
結
制
し
、
龍
河
知
客
を
請
し
て
首

座
に
充
つ
。
始
め
て
僧
堂
清
規
を
行
ず
。
参
州
東
漸
寺
覚
仙
力

生
・
同
龍
源
寺
万
光
力
生
、
来
会
し
て
助
化
す
。
夏
中
に
弁
道

話
を
開
示
す
。
両
禅
師
感
激
し
、
毎
夜
永
祖
の
正
宗
を
請
益

す
。
二
師
、
自
受
用
三
昧
の
写
本
を
借
り
、
之
を
看
る
。
両

師
、
深
旨
に
透
徹
し
て
、
再
び
之
を
写
す
。
且
つ
、
印
刻
し
て

一
派
に
流
布
せ
ん
こ
と
を
願
う
。
師
、
許
さ
ず
。
解
制
に
及
ん

で
告
暇
す
る
も
、
頻
り
に
之
を
願
う
。
師
、
之
を
諾
す
。
秋
に

至
り
、
参
州
よ
り
二
師
、
浄
貨
を
京
師
に
贈
り
、
印
版
成
る
。
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師
に
新
本
二
十
部
を
贈
り
、
之
を
謝
）
25
（
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
万
光
に
と
っ
て
面
山
の
結
制
を
助
化
し
た
こ
と

は
、
自
身
の
宗
乗
参
究
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
多
く
の
益
を
得
た
快

事
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
そ
れ
は
事
理
両
面
に
及
ん
だ
も
の
と
思
わ

れ
る
。
万
光
は
既
に
自
ら
の
結
制
に
お
い
て
『
瑩
山
清
規
』
に
基
づ

き
叢
林
の
風
儀
を
改
め
る
な
ど
、
古
軌
復
古
に
志
を
抱
く
人
で
あ
っ

た
た
め
、
面
山
の
『
僧
堂
清
規
』
の
意
義
や
価
値
は
強
く
理
解
で
き

た
も
の
と
思
う
。
更
に
、『
弁
道
話
』
の
開
示
を
経
て
毎
夜
の
よ
う

に
永
平
道
元
の
宗
旨
を
尋
ね
、『
自
受
用
三
昧
』
草
稿
を
拝
覧
し
た

こ
と
に
よ
り
、
坐
禅
の
宗
旨
を
信
解
し
た
こ
と
も
確
実
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
晩
年
、
法
嗣
に
対
し
て
『
普
勧
坐
禅

儀
』『
弁
道
話
』
を
読
む
こ
と
を
訓
誡
す
る
と
い
う
形
で
結
実
し
た

の
で
あ
る
。
な
お
、『
自
受
用
三
昧
』
刊
行
は
同
書
末
尾
の
一
節
も

参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
今
夏
參
州
ヨ
リ
知
己
ノ
尊
宿
一
兩
人
來
リ
テ
助
化
ス
、
コ
ノ
法

語
ヲ
電
覧
シ
テ
印
刻
流
通
ヲ
ス
ス
ム
ユ
ヘ
ニ
法
語
ノ
末
ニ
祖
師

ノ
訓
誨
ヲ
集
メ
、
附
シ
テ
并
セ
テ
在
俗
男
女
ノ
辨
道
ニ
便
リ
ス

ル
モ
ノ
ナ
リ
、
于
時
元
文
二
年
丁
巳
蘭
秋
二
十
八
日

 

若
州
空
印
主
人
方
杜
多
）
26
（
識

　
こ
ち
ら
で
は
名
前
が
知
ら
れ
な
か
っ
た
が
、『
面
山
年
譜
』
の
記

載
か
ら
、
尊
宿
一
両
人
と
は
東
漸
寺
覚
仙
と
万
光
を
指
す
。
し
か

も
、「
知
己
ノ
」
と
あ
る
た
め
、
面
山
が
三
河
龍
渓
院
に
輪
住
で
趣

い
た
と
き
に
、
二
人
と
相
見
し
た
こ
と
も
推
定
で
き
よ
う
。
二
人
の

想
い
か
ら
す
れ
ば
、
せ
っ
か
く
縁
を
得
た
も
の
の
面
山
は
忙
し
く
若

狭
に
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
追
い
掛
け
る
よ
う
に
空
印
寺
に
ま

で
行
き
、
結
制
を
助
化
し
て
宗
乗
を
参
究
す
る
姿
は
、
そ
の
求
法
の

念
の
深
さ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
更
に
、
万
光
の
求
法
の
念
は
『
正
法
眼
蔵
』
参
究
に
ま
で
及
ん

だ
。
現
在
、『
蒐
書
大
成
』
巻
二
〇
に
は
万
光
自
写
と
さ
れ
る
面
山

『
正
法
眼
蔵
闢
邪
訣
』
草
稿
本
を
収
録
す
る
。
本
書
成
立
の
経
緯

は
、『
蒐
書
大
成
』
巻
二
〇
の
解
）
27
（

題
に
詳
し
い
た
め
、
参
照
さ
れ
た

い
。
な
お
、
本
書
草
稿
本
の
奥
書
か
ら
万
光
自
写
と
知
ら
れ
る
た

め
、
翻
刻
し
て
お
き
た
い
。

　
　
此
本
何
以
不
許
公
覧
不
及
流
布
則
未
脱
稿
且
守
株
逐
鹿
者
多
而

　
　
逞
邪
義
枉
見
故
秘
在
耳
予
看
過
龍
河
長
老
之
本
於
行
李
中

　
　
懇
望
無
極
再
三
馳
書
於
若
州
贈
輸
一
本
而
許
与
般
若
林
共
看

　
　
其
復
書
曰
此
書
元
来
無
心
罵
于
天
桂
為
明
正
法
眼
蔵
之
源
委
且

吾
信
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用
開
山
祖
師
家
訓
者
多
年
不
惜
而
述
之
考
正
後
須
梓
行
也
老
衲

　
　
不
忍
俟
梓
行
頻
繕
写
于
至
休
庵
秘
之
昔
日
拝
写
正
法
眼
蔵
拾
遺

　
　
分
之
筺
中
云
于
旨

　
　
元
文
亖
年
龍
在
亡
未
五
月
十
四
日
柏
樹
林
重
巌
老
衲
自
）
28
（
筆

　
ま
ず
、
署
名
に
つ
い
て
、
当
初
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
が
、『
龍

源
寺
記
』
か
ら
「
重
巌
」
が
万
光
の
別
号
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た

た
め
、
こ
の
一
冊
が
万
光
自
写
で
あ
る
と
確
定
で
き
る
。
柏
樹
林
と

は
、
万
光
の
別
号
の
一
つ
と
も
伝
わ
る
が
、
右
記
文
章
中
に
見
え
る

「
般
若
林
」
が
東
漸
寺
の
別
号
（
具
体
的
に
は
瑛
石
覚
仙
を
指
す
）

で
あ
）
29
（

る
こ
と
に
鑑
み
、
龍
源
寺
の
別
号
で
あ
る
可
能
性
も
指
摘
し
て

お
き
た
い
（
た
だ
し
、
柏
樹
林
の
別
号
は
現
在
の
同
寺
に
は
伝
わ
ら

な
い
）。

　
な
お
、
こ
の
一
節
か
ら
、
以
下
の
三
つ
の
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

一
つ
は
、
万
光
は
宗
乗
の
参
究
に
及
ん
で
、
東
漸
寺
（
般
若
林
）
の

一
六
世
・
瑛
石
覚
仙
と
行
動
を
共
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
更
に
こ
の

頃
、
卍
山
の
語
録
『
鷹
峰
卍
山
和
尚
広
録
』
巻
三
六
の
印
版
助
縁
の

た
め
、
万
光
は
覚
仙
と
、
華
井
寺
九
世
・
大
安
智
道
と
共
に
、
金
五

百
疋
を
献
納
し
た
こ
と
も
知
ら
れ
）
30
（
る
。
既
に
龍
源
寺
と
東
漸
寺
、
あ

る
い
は
花
（
華
）
井
寺
と
の
関
係
の
深
さ
は
指
摘
し
た
通
り
で
あ

る
。
二
つ
は
、
万
光
自
身
が
書
写
し
た
『
正
法
眼
蔵
』
が
存
在
し
た

こ
と
で
あ
る
。
筆
者
は
現
段
階
で
未
見
で
あ
る
が
、
今
後
の
調
査
を

俟
ち
た
い
。『
絵
楽
蔵
本
高
祖
正
法
眼
蔵
）
31
（
序
』
を
見
る
限
り
、
卍
山

本
（
八
九
巻
本
）
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
瑛
石
覚
仙
に

も
東
漸
寺
本
『
正
法
眼
蔵
』（
七
五
巻
本
）
書
写
の
勝
躅
が
伝
わ
）
32
（
る
。

三
つ
は
、
先
に
挙
げ
た
『
自
受
用
三
昧
』
に
続
い
て
、『
正
法
眼
蔵

闢
邪
訣
』
に
つ
い
て
も
流
布
を
希
望
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
万
光

は
後
年
、
天
淳
自
性
や
無
隠
道
費
な
ど
と
縁
を
繋
ぎ
、『
龍
源
寺

記
』
や
『
寺
境
十
一
題
詩
』
な
ど
の
執
筆
を
依
頼
す
る
に
至
る
が
、

面
山
と
の
交
流
か
ら
、
人
に
依
頼
し
て
書
い
て
貰
う
方
法
を
積
極
的

に
採
る
に
至
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
い
。

　
ま
た
、
至
休
庵
に
つ
い
て
は
龍
源
寺
山
内
の
居
室
や
塔
頭
に
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

⑦
永
平
寺
四
一
世
・
義
晃
雄
禅
と
の
関
わ
り

　
既
に
万
光
に
よ
る
道
元
『
嗣
書
』
入
手
の
件
で
、
永
平
寺
四
一

世
・
義
晃
雄
禅
と
の
繋
が
り
を
指
摘
し
た
が
、
も
う
一
つ
伝
わ
る

事
績
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
大
乗
寺
三
七
世
・
慈
麟
玄
趾
の
『
慈
麟
和

尚
語
録
』
巻
五
「
記
」
に
収
め
る
「
龍
源
暉

（
原
文
マ
マ
）公
平
紅
帯
記
」
に
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見
え
る
一
事
で
あ
る
。
な
お
、
慈
麟
は
享
保
一
六
年
（
一
七
三
一
）

か
ら
紀
伊
林
泉
寺
（
現
在
の
地
名
で
和
歌
山
県
和
歌
山
市
畑
屋
敷
に

所
在
）
の
住
持
で
あ
っ
た
が
、
翌
年
か
ら
尾
張
乾
坤
院
の
輪
住
（
一

五
〇
世
）
を
務
め
た
。
享
保
一
八
年
春
に
遠
江
大
洞
院
を
拝
登
し
、

三
月
に
は
渭
信
寺
の
智
灯
を
訊
ね
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（『
慈
麟
和

尚
乾
坤
録
』）。
万
光
と
は
そ
の
時
に
知
己
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
現
段
階
で
こ
の
一
事
の
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
ま
で
は
、
知
見

が
及
ば
な
か
っ
た
た
め
、
ま
ず
は
全
文
を
訓
読
し
、
今
後
の
調
査
を

俟
ち
た
い
。

　
　
　
　
龍
源
暉
公
平
紅
帯
記

　
　
　
凡
そ
物
の
微
と
雖
も
人
に
因
り
て
以
て
貴
ぶ
。
蓋
し
其
の
物

を
視
る
に
、
則
ち
其
の
人
の
風
采
を
想
う
な
り
。
之
を
擬
す
る

に
伝
神
写
照
も
亦
た
可
な
り
。

　
　
　
永
平
故
東
堂
雄
禅
禅
師
、
嘗
て
化
を
戢
む
る
に
臨
ん
で
、
顧

命
し
て
平
紅
帯
并
赤
舄
を
以
て
、
前
住
龍
源
万
光
暉
公
に
贈
る

を
見
て
云
く
、
是
れ
住
（
往
か
？
）
年
闕
を
詣
で
る
恩
に
謝
す

る
の
日
、
親
佩
服
の
所
の
も
の
な
り
。
而
今
、
我
疾
病
な
り
。

将
に
薬
す
べ
か
ら
ず
。
請
う
ら
く
は
此
の
物
を
以
て
暉
公
に
筺

せ
よ
、
と
。

　
　
　
暉
公
、
其
の
寵
貺
を
拝
し
、
旦
（
且
か
？
）
感
且
驩
し
て
珍

蔵
什
襲
し
、
将
に
以
て
永
く
山
門
に
鎮
せ
ん
と
す
。
暉
公
、
数

し
ば
价
し
て
予
に
其
の
顛
末
を
勒
し
て
之
の
記
を
為
せ
ん
こ
と

を
徴
む
。

　
　
　
嗚
呼
、
禅
師
と
暉
公
に
於
い
て
を
や
、
交
わ
り
の
形
骸
の
外

の
神
の
道
契
、
則
ち
世
間
の
勢
利
の
交
際
と
日
を
同
じ
く
し
て

語
る
べ
か
ら
ず
。
将
来
、
此
の
物
を
観
ず
る
に
両
翁
の
道
義
の

相
、
尚
お
此
の
如
き
も
の
を
感
ず
る
こ
と
有
る
を
俾
く
。
則
ち

未
だ
記
す
こ
と
無
く
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
。
是
に
於
い
て
か
、

之
を
記
す
。

　
　
　
禅
師
の
名
、
義
晃
。
雄
禅
、
其
の
字
な
り
。
初
め
野
の
大
中

に
住
し
、
後
に
鈞
旨
を
奉
じ
て
、
升
り
て
永
平
に
住
す
。
敕
特

覚
性
円
満
禅
師
の
号
を
賜
）
33
（

う
。

　
ま
ず
、
こ
の
一
事
に
つ
い
て
は
、
慈
麟
玄
趾
が
直
接
居
合
わ
せ
た

わ
け
で
は
な
く
、
万
光
が
こ
の
記
録
を
文
章
に
し
て
く
れ
る
こ
と
を

望
み
、
そ
の
求
め
に
応
じ
て
書
か
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
義

晃
が
「
化
を
戢
む
る
に
臨
ん
で
」
と
あ
る
た
め
、
自
ら
の
臨
終
の
場

に
お
い
て
、
遺
物
と
し
て
「
平
紅
帯
并
赤
舄
」
を
万
光
相
手
に
贈
っ

た
の
で
あ
る
。
万
光
は
非
常
に
感
激
し
、
そ
の
後
、
龍
源
寺
の
寺
宝
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に
し
た
様
子
を
伝
え
る
。

　
以
上
の
内
容
か
ら
、
義
晃
が
万
光
に
「
平
紅
帯
并
赤
舄
（
紅
い
帯

と
赤
い
く
つ
）」
を
贈
っ
た
時
期
は
、
一
七
四
〇
年
義
晃
（
七
〇

歳
）
の
臨
終
時
で
あ
っ
た
が
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
、
万
光
は
六
〇
歳

で
あ
り
、
贈
ら
れ
た
物
の
色
が
「
赤
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
遺
物

で
も
あ
り
還
暦
の
祝
い
の
品
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
本
来
は
義
晃

が
身
に
着
け
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
付
き
合
い
が
深
か
っ
た
万

光
相
手
に
、
還
暦
に
因
ん
だ
更
な
る
法
臘
の
延
長
を
祈
念
し
つ
つ

贈
っ
た
物
で
あ
る
と
判
断
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
二
人
の
交
流

は
、
先
に
挙
げ
た
道
元
『
嗣
書
』
の
事
績
以
上
の
こ
と
は
、
現
段
階

で
は
知
ら
れ
な
い
が
、
若
い
時
分
か
ら
何
ら
か
の
交
際
が
あ
っ
た
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
「
記
」
に
お
い
て
慈
麟
は
万
光
の
こ
と
を
「
前
住
龍

源
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
万
光
へ
義
晃
か
ら
の
遺
物
が
贈
ら
れ

た
時
期
で
は
な
く
、
万
光
が
龍
源
寺
を
退
董
し
た
一
七
四
四
年
（
延

享
元
）
以
降
に
慈
麟
が
記
録
し
た
こ
と
を
示
す
と
推
定
さ
れ
る
。

⑧
『
龍
源
寺
記
』
と
『
寺
境
十
一
題
詩
』

　
既
に
前
項
で
、
万
光
が
慈
麟
玄
趾
に
対
し
て
、
自
ら
の
事
績
の
一

部
を
記
録
し
て
く
れ
る
よ
う
に
依
頼
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
同

じ
よ
う
な
行
い
と
し
て
理
解
で
き
る
の
が
、『
龍
源
寺
記
』
と
『
寺

境
十
一
題
詩
』
の
執
筆
依
頼
で
あ
ろ
う
。

　『
龍
源
寺
記
』
は
既
に
解
題
を
挙
げ
た
け
れ
ど
も
、
改
め
て
執
筆

依
頼
の
経
緯
を
検
討
し
て
み
た
い
。
ま
ず
、
著
者
の
天
淳
自
性
に
つ

い
て
は
、
そ
の
嗣
承
な
ど
は
知
ら
れ
な
い
が
、『
龍
源
寺
記
』
の
記

録
か
ら
、
今
回
、
生
年
の
み
は
判
明
し
た
。
ま
た
、
独
庵
玄
光
（
一

六
三
〇
〜
一
六
九
八
）
が
晩
年
に
開
い
た
摂
津
大
道
寺
の
二
世
と

な
っ
て
い
る
。
何
故
、
万
光
か
ら
玉
洲
に
依
頼
が
な
さ
れ
た
か
と
い

え
ば
、
仲
介
し
た
雲
門
即
道
が
、
岡
崎
龍
海
院
の
住
持
で
あ
っ
た
こ

と
が
大
き
い
と
い
え
よ
う
。

　
天
淳
は
雲
門
の
本
師
で
あ
る
玉
洲
海
琳
（
岡
崎
龍
海
院
一
八
世
・

長
戸
大
寧
寺
三
〇
世
、
一
六
六
九
〜
一
七
二
九
）
に
つ
い
て
『
大
寧

三
十
世
玉
洲
海
琳
禅
師
塔
銘
並
序
』
を
享
保
一
五
年
に
撰
し
て

い
）
34
（

る
。
そ
し
て
、
経
緯
に
つ
い
て
は
天
淳
が
、「
頃
に
摂
州
大
道
寺

主
即
道
長
老
な
る
者
有
り
。
書
を
予
に
寄
せ
て
、
予
に
此
の
師
の
塔

の
銘
を
請
）
35
（
う
」
と
著
す
通
り
、
玉
洲
の
法
嗣
・
雲
門
か
ら
依
頼
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
な
お
、
天
淳
と
雲
門
の
関
係
に
つ
い
て
だ
が
、『
大
和
州
吉
野
郡
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霊
鷲
山
世
尊
寺
重
新
開
祖
雲
門
禅
師
碑
并
）
36
（
銘
』
を
参
照
す
る
と
、
肥

前
州
西
川
（
現
在
の
佐
賀
県
佐
賀
市
川
副
町
付
近
と
も
思
わ
れ
る
が

不
明
）
の
生
ま
れ
と
さ
れ
る
雲
門
は
、
幼
少
の
頃
か
ら
道
心
篤
く
父

母
に
出
家
を
願
い
、
一
一
歳
の
時
に
、
玉
林
寺
（
現
在
の
佐
賀
県
佐

賀
市
内
）
内
に
帰
郷
し
て
い
た
天
淳
自
性
を
受
業
師
と
し
て
出
家
得

度
（
こ
の
時
は
沙
弥
か
）
し
た
。
一
五
歳
の
時
に
天
淳
か
ら
得
戒

し
、
そ
の
ま
ま
侍
し
て
京
に
上
り
、
摂
津
大
道
寺
で
も
修
行
を
行

い
、
二
六
歳
で
大
道
寺
の
監
寺
を
任
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
五
年

後
に
当
た
る
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）、
自
ら
の
修
行
の
至
ら
な
さ

を
痛
感
し
て
岡
崎
龍
海
院
へ
掛
搭
し
た
。
当
時
の
龍
海
院
は
享
保
元

年
か
ら
玉
洲
海
）
37
（

琳
が
住
持
と
し
て
入
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
雲
門
は
本

師
と
仰
ぐ
こ
と
に
な
る
玉
洲
に
就
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
玉
洲
は

享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
に
龍
海
院
を
退
き
、
同
年
秋
に
本
師
・
無

得
良
悟
の
命
に
よ
り
長
戸
大
寧
寺
に
住
し
、
享
保
一
二
年
（
一
七
二

七
）
に
玉
洲
は
雲
門
を
同
年
冬
安
居
の
首
座
に
充
て
た
。
翌
年
春
に

解
制
し
た
後
、
雲
門
は
荒
廃
し
て
い
た
摂
津
大
道
寺
の
三
世
と
し
て

入
り
、
同
年
秋
に
永
平
寺
に
て
出
世
し
た
。
出
世
の
翌
年
、
享
保
一

四
年
（
一
七
二
九
）
に
玉
洲
は
遷
化
し
、
雲
門
は
こ
の
機
会
に
天
淳

か
ら
玉
洲
の
塔
銘
を
撰
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、
雲

門
は
し
ば
ら
く
大
道
寺
に
い
た
よ
う
だ
が
、
五
〇
歳
（
寛
保
元
年

﹇
一
七
四
一
﹈）
の
時
に
龍
海
院
二
〇
世
と
し
て
入
り
、
四
年
後
に
は

遠
江
大
洞
院
に
輪
住
で
上
り
、
同
院
で
開
堂
し
た
時
に
は
遠
江
の
み

な
ら
ず
隣
州
か
ら
も
僧
侶
五
〇
〇
人
が
集
ま
っ
た
と
い
う
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
万
光
が
雲
門
を
介
し
て
『
龍
源
寺
記
』
の
執

筆
を
天
淳
に
頼
ん
だ
の
は
、
雲
門
が
龍
海
院
に
入
っ
て
間
も
な
い
頃

で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
元
々
雲
門
は
龍
海
院
で
修
行

し
て
い
た
の
で
あ
り
、
万
光
と
は
知
己
で
あ
っ
た
も
の
か
。
し
か

も
、
お
そ
ら
く
万
光
は
雲
門
が
玉
洲
の
た
め
に
、
天
淳
か
ら
塔
銘
を

書
い
て
貰
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
上
で
依
頼
し
た
と
も
考
え
ら
れ
、
万

光
は
玉
洲
や
雲
門
と
い
っ
た
龍
海
院
の
歴
住
と
親
し
く
し
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。

　
そ
し
て
こ
れ
は
、
龍
源
寺
『
寺
境
十
一
題
）
38
（

詩
』（
以
下
、『
十
一
題

詩
』
と
略
記
）
の
依
頼
に
も
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
。『
十
一
題
詩
』

と
は
龍
源
寺
山
内
の
奇
境
一
一
箇
所
（
春
日
廟
・
盤
石
橋
・
妙
経

塔
・
白
華
井
・
鈯
斧
峰
・
一
木
塢
・
向
陽
峰
・
歓
喜
巌
・
降
龍
池
・

箕
面
瀑
・
隠
虎
洞
）
に
つ
い
て
、
延
享
五
年
（
一
七
四
八
）
に
無
隠

道
費
（
一
六
八
八
〜
一
七
五
六
）
に
詠
頌
し
て
も
ら
っ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
奇
境
一
一
箇
所
は
、
開
山
・
周
鼎
に
由
来
す
る
も
の
も
あ
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れ
ば
、
万
光
自
身
に
係
る
も
の
も
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、『
龍
源

寺
記
』
同
様
に
、
そ
れ
ま
で
の
龍
源
寺
の
伝
統
を
総
括
す
る
目
的
が

あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
詠
頌
す
る
経
緯
を
、
無
隠
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
三
河
龍
源
万
光
和
尚
、
因
み
に
余
の
友
癡
学
禅
師
、
見
を
以

て
、
其
の
寺
境
十
一
題
詩
を
請
う
。
余
、
素
よ
り
物
を
詠
じ
、

且
つ
未
だ
其
の
地
を
踏
ま
ざ
る
に
、
其
の
景
を
賞
す
る
こ
と
能

わ
ざ
る
な
り
。
得
然
す
べ
か
ら
ざ
れ
ば
、
辞
す
る
も
、
之
に
復

す
。
将
に
遠
意
を
負
い
、
遂
に
題
を
追
う
て
、
想
像
し
て
以
て

此
の
詩
を
賦
贈
す
。
皆
代
の
和
尚
に
羞
ず
。

　
素
直
に
読
め
ば
、
自
ら
訪
れ
た
こ
と
も
な
い
龍
源
寺
の
奇
境
を
詠

む
こ
と
に
つ
い
て
、
一
度
は
固
辞
し
た
も
の
の
、
万
光
か
ら
再
三
に

依
頼
さ
れ
、
歴
代
の
住
持
に
対
し
て
恥
じ
入
り
な
が
ら
も
詠
ん
だ
経

緯
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
な
お
、
こ
こ
で
万
光
が
仲
介
を
依
頼
し
た
の

は
無
隠
の
友
人
で
あ
っ
た
癡
学
と
あ
る
。
こ
の
癡
学
に
つ
い
て
、
上

記
内
容
か
ら
の
み
で
は
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、『
龍
源
寺
記
』
の
経

緯
を
調
べ
て
い
る
間
に
、
癡
学
と
は
龍
海
院
一
九
世
の
絶
方
癡
学
の

こ
と
で
あ
る
と
思
い
至
っ
た
。
龍
海
院
で
は
一
八
世
の
玉
洲
が
享
保

八
年
（
一
七
二
三
）
に
退
董
し
、
後
住
に
入
っ
た
の
が
法
嗣
の
絶
方

癡
学
で
あ
っ
た
。
先
に
見
た
通
り
、
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
に
は

二
〇
世
雲
門
が
入
っ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ま
で
に
退
董
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
玉
洲
と
無
隠
は
と
も
に
無
得
良
悟
の
法
嗣
で
あ
る
か

ら
、
癡
学
か
ら
す
れ
ば
法
叔
に
当
た
る
の
が
無
隠
で
あ
っ
た
。
た
だ

し
、
無
隠
が
癡
学
を
「
友
」
と
記
す
か
ら
に
は
、
年
齢
な
ど
を
超
え

た
法
友
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
そ
し
て
、
癡
学
は
龍
海
院
を
退
い
た
後
も
、
三
河
国
内
に
い
た
と

思
わ
れ
る
（
お
そ
ら
く
は
龍
海
院
と
同
じ
岡
崎
市
内
に
所
在
す
る
宝

福
寺
の
再
興
事
業
な
ど
を
進
め
た
も
の
か
）
た
め
、
万
光
か
ら
依
頼

さ
れ
、
無
隠
と
の
間
を
仲
介
し
た
の
だ
ろ
う
。
無
隠
は
、
遺
さ
れ
た

語
録
や
詩
集
（『
無
孔
笛
』
な
ど
）
か
ら
も
、
詠
頌
に
秀
で
た
人
で

あ
っ
た
と
評
さ
れ
る
。

　
上
来
確
認
し
た
よ
う
に
、
万
光
が
『
龍
源
寺
記
』
や
『
十
一
題

詩
』
を
依
頼
で
き
た
の
は
、
岡
崎
龍
海
院
歴
住
と
の
交
流
が
あ
っ
た

た
め
だ
と
思
わ
れ
る
。
依
頼
さ
れ
た
天
淳
や
無
隠
は
、
万
光
と
の
面

識
が
な
く
、
龍
源
寺
を
参
詣
し
た
こ
と
も
な
い
た
め
か
、
や
や
面
食

ら
っ
て
い
る
印
象
も
得
る
が
、
か
の
面
山
に
対
し
て
も
臆
す
る
こ
と

な
く
自
ら
の
希
望
を
通
し
た
万
光
は
、
諸
学
僧
と
の
付
き
合
い
方

に
、
自
ら
の
流
儀
を
持
っ
た
人
だ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
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な
お
、『
龍
源
寺
記
』
と
『
十
一
題
詩
』
が
成
立
す
る
間
と
な
る

延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
に
、
万
光
は
龍
源
寺
を
退
き
微
笑
堂
に

入
っ
た
。
機
会
と
し
て
は
、
山
内
の
三
門
落
成
を
期
し
て
の
も
の

だ
っ
た
と
同
寺
で
は
伝
え
る
。
後
住
は
、
法
嗣
の
宝
園
霊
樹
で
あ

る
。
宝
園
も
ま
た
、
瞎
道
本
光
と
の
繋
が
り
が
あ
っ
た
こ
と
は
既
に

判
明
し
て
お
り
、
本
師
万
光
同
様
に
各
地
の
学
僧
と
関
わ
り
を
持
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⑨
『
弁
道
話
』
の
書
写
と
徒
弟
へ
の
訓
誡

　
万
光
晩
年
の
事
績
と
し
て
知
ら
れ
る
の
が
、『
弁
道
話
』
の
書
写

で
あ
る
。
現
在
、
万
光
書
写
の
『
弁
道
話
』
は
、
愛
知
県
豊
川
市
の

妙
厳
寺
（
豊
川
稲
荷
）
と
静
岡
県
旭
伝
院
岸
澤
文
庫
に
そ
れ
ぞ
れ
収

蔵
さ
れ
る
。
な
お
、
共
に
影
印
が
『
蒐
書
大
成
』「
続
輯
二
」
に
収

録
さ
れ
、
各
写
本
の
奥
書
を
ま
と
め
た
解
）
39
（

題
に
詳
し
く
経
緯
が
示
さ

れ
る
た
め
、
そ
れ
を
承
け
つ
つ
本
項
を
ま
と
め
た
い
。

　
ま
ず
、
万
光
自
身
が
『
弁
道
話
』
の
原
本
を
入
手
し
た
時
期
は
知

ら
れ
な
い
が
、
尾
張
乾
徳
寺
（
現
在
の
地
名
で
愛
知
県
名
古
屋
市
中

区
新
栄
に
所
在
）
三
世
中
興
の
洞
雲
祖
碓
（
一
七
三
一
年
没
）
が
、

大
乗
寺
所
蔵
の
『
弁
道
話
』
を
同
寺
侍
者
寮
に
て
、
延
宝
六
年
（
一

六
七
八
）
に
書
写
し
た
も
の
が
底
本
で
あ
る
。
洞
雲
は
月
舟
宗
胡
の

法
嗣
で
あ
り
、
侍
者
で
あ
っ
た
。
乾
徳
寺
に
入
っ
た
の
は
元
禄
年
間

と
も
伝
わ
る
。
既
に
大
乗
寺
へ
の
掛
搭
に
及
ん
で
い
た
万
光
は
、
そ

の
過
程
で
洞
雲
の
こ
と
を
知
っ
た
も
の
か
。
た
だ
し
、
底
本
の
書
写

は
面
山
に
よ
る
『
弁
道
話
』
開
示
を
受
け
た
元
文
二
年
（
一
七
三

七
）
か
ら
、
自
ら
国
字
校
正
を
行
っ
た
元
文
四
年
ま
で
の
間
と
も
思

わ
れ
る
。

　
両
写
本
の
書
写
時
期
は
、
先
に
書
写
さ
れ
た
妙
厳
寺
本
が
寛
延
三

年
（
一
七
五
〇
）
五
月
、
万
光
が
七
〇
歳
の
時
に
嗣
子
・
派
喬
歓
枝

（
後
に
龍
源
寺
一
八
世
、
寛
政
一
二
年
﹇
一
八
〇
〇
﹈
没）

40
（

）
に
授
け

た
も
の
で
あ
り
、
場
所
は
饒
益
庵
で
あ
っ
た
。
岸
澤
文
庫
本
は
宝
暦

五
年
（
一
七
五
五
）
八
月
九
日
に
小
徒
・
寛
良
（
経
歴
等
不
詳
）
に

授
け
た
も
の
で
、
こ
ち
ら
も
饒
益
庵
で
の
書
写
で
あ
る
。
こ
の
饒
益

庵
は
現
存
し
な
い
が
、
寺
内
の
伝
承
で
は
、
万
光
が
先
師
・
悦
元
の

『
喪
記
』
を
編
み
、
饒
益
堂0

に
納
め
た
と
い
う
。
そ
の
意
味
で
は
、

開
山
堂
か
先
師
の
塔
頭
な
ど
を
意
味
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
い

え
る
。

　
ま
た
、
万
光
書
写
『
弁
道
話
』
で
妙
厳
寺
本
・
岸
澤
文
庫
本
に
共

通
し
て
い
る
の
は
、
冒
頭
に
「
雲
孫
道
輝
国
字
校
正
」
と
署
名
さ
れ
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る
こ
と
と
、
先
に
挙
げ
た
洞
雲
書
写
の
奥
書
、
そ
し
て
万
光
自
身
が

蘒
（
萩
）
山
東
嶺
之
至
休
庵
（
龍
源
寺
山
内
に
所
在
か
、
先
に
挙
げ

た
『
闢
邪
訣
』
書
写
の
記
事
も
参
照
の
こ
と
）
で
元
文
四
年
六
月
二

〇
日
に
国
字
の
校
正
を
行
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
両
写
本
間
の
相
違
点
だ
が
、
後
者
の
岸
澤
文
庫
本
は
寛
良
に
授
け

る
こ
と
と
万
光
自
身
の
署
名
、
そ
し
て
花
押
が
記
さ
れ
る
の
み
だ
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
花
押
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

寛
良
へ
の
伝
法
を
証
明
す
る
も
の
と
し
て
、『
弁
道
話
』
を
授
与
し

た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
妙
厳
寺
本
は
末
尾
に
明
峰

素
哲
が
建
武
三
年
（
一
三
三
六
）
正
月
一
五
日
に
、
法
嗣
の
祇
陀
大

智
の
求
め
に
応
じ
て
書
き
与
え
た
仮
名
法
語
と
、
万
光
自
身
が
派
喬

に
対
し
て
示
し
た
訓
誡
を
収
録
す
る
。
特
に
こ
の
訓
誡
は
、「
道
輝

の
宗
乗
眼
の
確
か
）
41
（

さ
」
が
窺
え
る
も
の
と
評
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、

『
蒐
書
大
成
』「
続
輯
二
」
の
影
印
を
、
解
題
の
《
参
考
》
に
収
め
ら

れ
る
翻
刻
文
を
参
考
に
し
な
が
ら
引
用
し
、
改
め
て
万
光
に
よ
る
宗

乗
参
究
の
成
果
を
仰
い
で
お
き
た
い
。

　
　
予
が
随
徒
派
喬
飛ひ

さ
し
く
こ
乃の

辨
道
話
を
行
持
せ
ん
こ
と
を

　
　
古こ

ひ
祢ね

可か

ひ
て
妙
劉
休
隠
舜
山
和
尚
を
た
の
三み

秘
書
本
の

　
　
模
様
尓に

製
し
な
し
予
が
机
上
に
楚そ

な
ふ
る
を
も
て

　
　
五
六
日
に
し
て
か
き
を
者は

り
志し

め
し
て
い
者は

く
　
高
祖

　
　
大
師
嘉
禄
中
尓に

普
勧
坐
禅
儀
を
製
し
て
坐
禅
乃の

　
　
儀
規
を
を〱

し
へ
堂た

も
ふ
こ
と
者は

慈
覺
大
師
の
坐
禅
儀
い
満ま

堂た

 

真
義
に
か
な
者は

佐さ

る
と
こ
ろ
あ
る
尓に

よ
り
て
そ
の
述
作
を
改
正
し

　
　
た
も
ふ
普
勧
坐
禅
儀
な
里り

普
勧
の
こ
こ〱

路ろ

を
者は

可か

る
に
證
上
の

　
　
修
な
る
ゆ
へ
尓に

初
心
の
辨
道
春す

な
八は

ち
本
證
の
全
軆
な
り
直

　
　
指
の
本
證
な
れ
八は

証
尓に

き
八は

な
く
証
上
の
修
な
れ
八は

修
尓に

者は

志し

　
　
め
な
し
佛
の
坐
禅
凢
夫
の
坐
禅
ふ
た
つ
あ
る
尓に

あ
ら
さ
類る

於を

 

も
て
こ
の
く
尓に

に〱

飛ひ

ろ
め
ん
こ
と
を
ふ
可か

く
お
ぼ
し
め
し
國
語
於を

　
　
も
て
辨
道
話
を
製
述
な
さ
し
め
た
ま
ふ
大
慈
大
悲
を
児
孫

　
　
と
し
て
を
ろ
可か

尓に

春す

へ
け
ん
や
こ
連れ

に
よ
連れ

は八
三
根
坐
禅
儀
規

　
　
も
他
派
の
を
し
へ
と
お
も
者は

へ
て
と
り
が
た
し
満ま

し
て
い
満ま

八は

　
　
根
気
相
應
と
城
郭
を
か
満ま

へ
者は

や
佐さ

と
り
を
得
さ
せ
接
得
春す

類る

 

を
や
お
本ほ

可か

多た

八は

無
想
天
の
迷
立
尓に

て
満ま

よ
ひ
の
者は

な
者は

多た

し
き

　
　
も
の
可か

と
て
高
祖
の
普
勧
坐
禅
儀
こ
の
辨
道
話
を
師
と
も

　
　
友
と
も
な
し
て
朝
夕
に
こ
こ〱

路ろ

可か

け
得
道
せ
は
千
里
萬
里
な
り

　
　
と
も
長
安
大
道
に
尓に

し
て
ゆ
き
や
春す

可か

ら
ん
も
の
な
里り

　
か

　
　
な
ら
寸す

し
も
邪
路
尓に

お
つ
る
こ
と
な
可か

れ
穴
）
42
（
賢

　
以
上
の
内
容
か
ら
、
万
光
は
道
元
『
普
勧
坐
禅
儀
』
述
作
に
関
す
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る
「
撰
述
由
来
」
な
ど
も
熟
知
し
て
お
り
、
本
証
妙
修
に
し
て
生
仏

一
体
の
坐
禅
な
ど
を
明
ら
か
に
強
調
し
て
い
る
。
既
に
紹
介
し
た
よ

う
に
、
こ
れ
は
面
山
か
ら
『
弁
道
話
』
の
開
示
を
承
け
、
更
に
『
自

受
用
三
昧
』
開
版
の
事
業
を
進
め
た
過
程
で
、
自
ず
と
体
得
さ
れ
た

も
の
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
思
量
分
別
を
絶
し
た
直
証
菩
提
の
坐
禅

に
お
い
て
は
、
衆
生
の
機
根
を
分
別
し
た
坐
禅
法
を
示
す
伝
・
瑩
山

撰
『
三
根
坐
禅
説
』
で
す
ら
、
他
派
の
坐
禅
に
見
え
る
と
い
う
見
解

は
至
極
妥
当
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
時
代
に
、「
は
や
さ
と
り

（
速
疾
悟
り
）」
を
得
さ
せ
る
接
得
を
し
て
い
た
者
を
批
判
し
つ
つ
、

万
光
は
派
喬
に
対
し
、
道
元
『
普
勧
坐
禅
儀
』『
弁
道
話
』
を
師
と

も
友
と
も
し
て
日
夜
弁
道
に
励
む
よ
う
説
き
、
邪
路
に
落
ち
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
と
訓
誡
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
先
に
挙
げ
た
面
山
の
年
譜
で
、
万
光
が
『
自
受
用
三
昧
』
を
読
ん

だ
際
、「
深
旨
に
透
徹
」
し
た
と
評
さ
れ
て
い
る
が
、
右
の
訓
誡
は

ま
さ
に
、
面
山
が
本
師
・
損
翁
宗
益
か
ら
受
け
嗣
ぎ
鼓
吹
し
た
永
平

正
宗
の
坐
禅
の
宗
旨
を
、
万
光
も
ま
た
過
不
足
な
く
発
露
し
た
も
の

と
い
え
よ
う
。

五
、
万
光
と
関
わ
り
が
あ
っ
た
学
僧

　
本
論
の
結
論
に
代
え
て
、
改
め
て
龍
源
寺
一
三
世
・
萬
光
道
輝
が

交
流
を
持
っ
た
学
僧
達
を
生
年
の
順
番
で
列
挙
し
、
整
理
し
て
お
き

た
い
。
な
お
、
寺
院
は
本
論
で
特
に
必
要
を
思
わ
れ
る
一
ヵ
寺
の
み

を
挙
げ
て
い
る
。

　
・
惟
慧
道
定
（
善
応
寺
　
二
世
、
一
六
三
四
〜
一
七
一
三
）

　
・
智
灯
照
玄
（
大
乗
寺
三
三
世
、
一
六
六
五
〜
一
七
三
九
）

　
・
義
晃
雄
禅
（
永
平
寺
四
一
世
、
一
六
七
一
〜
一
七
四
〇
）

　
・
天
淳
自
性
（
大
道
寺
　
二
世
、
一
六
七
五
〜
？
、

 

寛
保
元
年
で
七
七
歳
）

　
・
萬
光
道
輝
（
龍
源
寺
一
三
世
、
一
六
八
一
〜
一
七
五
七
）

　
・
面
山
瑞
方
（
空
印
寺
一
四
世
、
一
六
八
三
〜
一
七
六
九
）

　
・
無
隠
道
費
（
大
寧
寺
三
三
世
、
一
六
八
八
〜
一
七
五
六
）

　
・
慈
麟
玄
趾
（
大
乗
寺
三
七
世
、
一
六
九
〇
〜
一
七
六
四
）

　
・
雲
門
即
道
（
龍
海
院
二
〇
世
、
一
六
九
一
〜
一
七
六
五
）

　
・
万
仞
道
坦
（
萬
福
寺
　
開
山
、
一
六
九
八
〜
一
七
六
五
）

　
年
代
的
に
万
光
は
面
山
と
ほ
ぼ
同
時
代
と
い
え
る
け
れ
ど
も
、
そ

の
前
後
の
年
代
の
学
僧
を
含
め
、
ま
さ
に
錚
々
た
る
顔
ぶ
れ
と
交
流
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し
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
れ
は
直
接
の
関
わ
り
が
確

認
で
き
た
場
合
で
あ
っ
て
、
間
接
的
な
場
合
も
含
め
る
と
更
に
広
範

囲
に
及
ぶ
。

　
そ
し
て
、
何
故
、
こ
の
よ
う
な
交
流
の
機
会
を
得
た
か
を
考
え
て

み
れ
ば
、
ま
ず
は
万
光
自
身
が
置
か
れ
た
法
系
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。
中
世
曹
洞
宗
で
傑
出
し
た
学
僧
と
言
っ
て
良
い
川
僧
慧
済

の
法
系
に
連
な
る
自
覚
は
、
室
内
参
究
を
通
し
て
強
ま
っ
た
と
思
わ

れ
、
こ
れ
が
求
法
の
念
へ
と
深
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。
つ
い
で
、
自
ら

大
乗
寺
や
永
平
寺
な
ど
へ
趣
い
て
学
ぶ
志
の
高
さ
や
行
動
力
も
評
さ

れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
し
、
近
隣
の
東
漸
寺
瑛
石
覚
仙
の
存
在
も
大
き

い
。
共
に
面
山
の
結
制
を
助
化
す
る
た
め
に
若
狭
小
浜
ま
で
赴
き
、

『
弁
道
話
』
の
開
示
を
承
け
る
な
ど
し
、
二
人
共
に
『
正
法
眼
蔵
』

書
写
を
通
し
た
参
究
も
進
め
て
い
る
。
そ
し
て
、『
龍
源
寺
記
』
や

『
十
一
題
詩
』
に
見
る
よ
う
に
、
岡
崎
龍
海
院
の
住
持
を
介
し
、

様
々
な
学
僧
へ
自
ら
の
望
み
を
依
頼
す
る
押
し
の
強
さ
も
感
じ
ら
れ

る
が
、
だ
か
ら
こ
そ
後
世
に
ま
で
残
る
様
々
な
事
績
が
生
み
出
さ
れ

た
と
も
い
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
述
べ
る
と
、
当
世
で
有
名
だ
っ
た
学
僧
と
の
、
華
々

し
い
交
際
に
の
み
注
目
が
集
ま
る
が
、
万
光
は
自
坊
龍
源
寺
の
整
備

に
も
余
念
が
な
か
っ
た
。
本
論
で
は
割
愛
し
て
し
ま
っ
た
も
の
の
、

先
師
・
悦
元
同
様
に
寺
内
整
備
に
尽
力
し
、
そ
の
対
象
は
ほ
ぼ
寺
内

全
域
に
及
ぶ
と
言
っ
て
良
い
。
だ
か
ら
こ
そ
の
『
龍
源
寺
記
』
や

『
十
一
題
詩
』
作
成
依
頼
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
更
に
は
、
自
ら
の
弟
子
達
に
、
永
平
正
宗
の
妙
旨
を
伝
え
る
べ

く
、『
普
勧
坐
禅
儀
』『
弁
道
話
』
に
依
拠
し
た
正
伝
の
坐
禅
を
訓
誡

し
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
学
僧
達
と
の
交
流
は
、
万
光
自
身
の
坐
禅

に
裏
打
ち
さ
れ
た
護
法
の
念
が
長
じ
た
も
の
と
評
す
る
こ
と
も
で
き

よ
う
。

　
ま
さ
に
、
現
代
に
ま
で
永
平
の
宗
旨
が
伝
わ
っ
た
の
は
、
各
地
域

に
お
い
て
衆
生
を
教
化
し
、
門
弟
を
接
得
し
た
万
光
の
如
き
宗
侶
の

尽
力
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
、
改
め
て
筆
者
自
身
感
銘
を
受
け
る

に
至
っ
た
こ
と
を
記
す
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
本
論
で
は
十
分
に
論
じ
き
れ
て
い
な
い
事
項
は
別
の
機
会

に
検
討
を
深
め
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

註（
1
） 
広
範
に
近
世
洞
門
学
僧
の
事
績
を
明
ら
か
に
し
た
『
道
元
思
想
の

あ
ゆ
み
』
3
に
お
い
て
も
、
万
光
に
つ
い
て
は
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
。
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（
2
） 

『
曹
全
』「
室
中
」
一
四
四
頁
下
段

（
3
） 
菅
原
二
〇
一
六
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
4
） 
岸
澤
惟
安
は
『
宝
積
万
仭
老
漢
略
年
譜
』
の
「
享
保
十
七
壬
子

年
」
項
に
お
い
て
、
万
仭
と
万
光
の
交
わ
り
を
指
摘
し
、
そ
の
中
で

「
三
物
祕
辨
の
著
は
萬
光
和
尚
に
負
ふ
と
こ
ろ
多
し
」（『
僧
伝
集
成
』

八
〇
二
頁
下
段
）
と
評
し
て
い
る
。

（
5
） 

『
龍
源
寺
記
』
に
つ
い
て
は
、『
音
羽
町
史
』「
第
5
篇 

神
社
・
寺

院
」
の
「
龍
源
寺
」
項
（
五
六
三
頁
）
に
お
い
て
一
文
の
み
引
用
さ
れ

た
こ
と
が
あ
る
が
、
今
回
、
改
め
て
詳
細
な
研
究
を
進
め
た
も
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
本
論
執
筆
中
に
本
書
写
本
と
思
わ
れ
る
『
参
州
萩
山0

龍

源
禅
寺
記
』
が
北
野
天
満
宮
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
情
報
を
得
た
。「
萩

山
」
と
は
龍
源
寺
の
古
名
と
も
伝
え
る
か
ら
、
龍
源
寺
所
蔵
本
と
の
名

称
の
僅
か
な
相
違
は
問
題
に
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
伊
豆
修
禅
寺
に
万

光
自
筆
『
万
光
和
尚
年
譜
』
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
確
認
（『
曹

洞
宗
文
化
財
調
査
目
録
解
題
集
８
』
四
三
頁
）
し
た
。
残
念
な
が
ら
本

論
発
表
時
に
お
い
て
、
両
本
と
も
に
未
だ
内
容
を
見
る
に
至
っ
て
い
な

い
が
、
今
後
確
認
で
き
た
な
ら
ば
、
本
書
と
の
対
照
研
究
も
行
い
た
い

と
願
っ
て
い
る
。

（
6
） 

雲
門
即
道
に
つ
い
て
は
、『
雲
門
即
道
禅
師
語
録
』（
二
巻
）
と
、

法
嗣
の
大
樹
志
玄
が
編
ん
だ
『
拾
遺
雲
門
即
道
禅
師
語
録
』
が
あ
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
更
に
、『
僧
伝
集
成
』
に
は
但
馬
大
聖
庵
・
慧

関
棲
智
撰
『
大
和
州
吉
野
郡
霊
鷲
山
世
尊
寺
重
新
開
祖
雲
門
禅
師
碑
并

銘
』（『
雲
門
即
道
禅
師
語
録
』
所
収
）
及
び
「
和
州
霊
鷲
山
沙
門
即
道

伝
」（『
続
日
本
高
僧
伝
』
巻
七
所
収
）
を
収
録
し
て
い
る
。
な
お
、
雲

門
の
世
寿
に
つ
い
て
、『
雲
門
禅
師
碑
并
銘
』
の
記
載
に
は
や
や
混
乱

が
見
ら
れ
る
が
、
本
論
で
は
本
文
の
事
績
を
採
っ
て
一
六
九
一
年
生
で

一
七
六
五
年
没
と
し
た
。

（
7
） 

天
淳
自
性
に
つ
い
て
は
、『
玉
洲
海
琳
禅
師
語
録
』
に
対
す
る
解

題
（『
曹
全
』「
解
題
」
四
八
七
頁
上
〜
中
段
）
で
も
事
績
に
触
れ
ら
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、『
龍
源
寺
記
』
の
記
載
か
ら
生
年
が
判
明
し

た
。
な
お
、『
龍
源
寺
記
』
で
は
「
肥
州
甘
露
庵
」
と
あ
っ
て
、
肥

前
・
肥
後
の
区
別
が
付
か
な
か
っ
た
が
、『
大
寧
三
十
世
玉
洲
海
琳
禅

師
塔
銘
並
序
』
で
は
「
肥
前
州
甘
露
菴
主
」（『
続
曹
全
』「
語
録
一
」

六
二
一
頁
上
段
）
と
署
名
し
て
お
り
、
ま
た
、
雲
門
と
出
会
っ
た
の
が

故
郷
に
所
在
す
る
肥
前
玉
林
寺
（
現
在
の
地
名
で
佐
賀
県
佐
賀
市
大
和

町
に
所
在
）
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
甘
露
庵
も
現
在
の
佐
賀
県
佐
賀
市

内
に
所
在
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
8
） 

『
永
平
寺
住
山
記
』
巻
二
三

（
9
） 

『
龍
源
寺
記
』
の
記
載
で
は
、
三
八
歳
の
臘
月
に
龍
源
寺
の
席
を

継
い
だ
こ
と
を
示
す
が
、
同
文
書
に
お
い
て
開
山
・
周
鼎
の
式
本
を
得

た
こ
と
は
、
四
〇
歳
の
時
と
す
る
。
そ
し
て
、『
血
脈
法
式
』
で
は
式

本
を
得
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
輝
、
也
た
進
院
の
明
春
、
之
を
他
家
に

得
る
」
と
あ
る
た
め
、
三
八
歳
の
年
末
に
龍
源
寺
を
譲
ら
れ
た
も
の

の
、
実
際
の
進
院
（
晋
山
）
は
翌
年
と
推
定
し
た
。

（
10
） 
『
曹
全
』「
史
伝
（
下
）」
四
三
二
頁
下
段

（
11
） 
菅
原
二
〇
一
八
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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（
12
） 

『
延
享
度
曹
洞
宗
寺
院
本
末
帳
』
六
一
〇
頁
上
段

（
13
） 
『
曹
全
』「
室
中
」
一
四
四
頁
下
段

（
14
） 
『
曹
全
』「
室
中
」
一
二
一
頁
下
段

（
15
） 

『
曹
全
』「
室
中
」
八
六
頁
下
段
〜
八
七
頁
上
段

（
16
） 

菅
原
二
〇
一
六
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
17
） 

『
続
曹
全
』「
禅
戒
」
一
二
五
頁
下
段

（
18
） 

『
曹
全
』「
禅
戒
」
四
三
九
頁
下
段

（
19
） 

『
永
福
面
山
和
尚
年
譜
』「
享
保
一
五
年
項
」、『
曹
全
』「
語
録
三
」

八
二
八
頁
上
段

（
20
） 

角
田
泰
隆
「
万
仞
」（『
道
元
思
想
の
あ
ゆ
み
』
3
所
収
）
の
年
譜

を
参
照
す
れ
ば
、
万
仞
道
坦
の
三
河
国
内
寺
院
で
の
住
持
は
、
概
ね
二

期
に
分
け
ら
れ
る
。
一
期
目
は
四
五
〜
四
七
歳
ま
で
の
長
円
寺
（
現
在

の
地
名
で
愛
知
県
西
尾
市
貝
吹
町
に
所
在
、
月
舟
宗
胡
が
二
世
と
し
て

入
っ
た
こ
と
や
、
長
円
寺
本
『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
な
ど
で
知
ら
れ

る
）
住
持
の
期
間
で
あ
る
。
そ
の
後
、
一
時
的
に
萬
福
寺
（
現
在
の
地

名
で
愛
知
県
岡
崎
市
保
久
町
に
所
在
）
を
開
く
こ
と
に
な
っ
た
が
、
伽

藍
が
調
わ
な
か
っ
た
の
か
肥
前
泰
智
寺
に
進
み
、
二
期
目
と
し
て
五
四

〜
五
九
歳
の
間
に
萬
福
寺
へ
住
し
、
そ
の
後
上
野
宝
積
寺
へ
転
住
し
て

三
河
を
離
れ
た
。
な
お
、
寺
院
間
の
距
離
や
関
係
か
ら
す
れ
ば
、
ど
ち

ら
の
期
間
で
も
万
光
と
の
関
わ
り
を
得
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

（
21
） 

『
僧
伝
集
成
』
五
三
七
頁
下
段

（
22
） 

『
僧
伝
集
成
』
五
三
七
頁
上
段

（
23
） 

面
山
に
よ
る
龍
渓
院
輪
住
の
経
緯
は
、『
永
福
面
山
和
尚
年
譜
』

「
享
保
二
〇
年
項
」
か
ら
「
元
文
元
年
項
」（『
曹
全
』「
語
録
三
」
八
二

八
頁
下
段
〜
八
二
九
頁
上
段
）
ま
で
を
参
照
し
た
。

（
24
） 

面
山
が
龍
渓
院
の
僧
堂
で
、『
僧
堂
清
規
』
に
お
け
る
進
退
を
試

し
た
こ
と
は
、『
洞
上
僧
堂
清
規
考
訂
別
録
』「
題
辞
」（『
曹
全
』「
清

規
」
二
〇
九
頁
下
段
）
に
詳
し
い
。

（
25
） 

『
永
福
面
山
和
尚
年
譜
』「
元
文
二
年
項
」、『
曹
全
』「
語
録
三
」

八
二
九
頁
上
段

（
26
） 

元
文
三
年
版
『
自
受
用
三
昧
』
四
九
丁
表

（
27
） 

河
村
孝
道
「『
正
法
眼
蔵
闢
邪
訣
』
解
題
」（『
蒐
書
大
成
』
巻
二

〇
・
八
九
八
頁
上
〜
下
段
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
面
山
『
闢
邪

訣
』
の
寛
保
二
年
版
と
、
万
光
自
写
草
稿
本
（
静
岡
県
旭
伝
院
岸
澤
文

庫
蔵
）
と
の
違
い
と
し
て
は
、
前
半
は
字
句
の
入
れ
替
え
程
度
で
あ
る

が
、
後
半
の
天
桂
の
邪
義
に
対
す
る
批
判
六
箇
条
は
相
違
が
大
き
い
。

特
に
草
稿
本
末
尾
に
は
上
野
鳳
仙
寺
（
現
在
の
地
名
で
群
馬
県
桐
生
市

梅
田
町
に
所
在
）
所
蔵
の
『
正
法
眼
蔵
』
書
写
の
勝
躅
を
伝
え
る
貴
重

な
伝
聞
情
報
が
あ
る
が
、
版
本
で
は
削
除
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
以
前
か

ら
鳳
仙
寺
所
蔵
の
九
二
巻
本
『
正
法
眼
蔵
』
は
、
歴
住
に
名
前
を
連
ね

る
学
僧
・
乙
堂
喚
丑
や
、
明
治
期
の
西
有
穆
山
に
よ
る
も
の
で
は
な
い

か
と
も
さ
れ
る
が
、
面
山
の
見
解
で
は
同
寺
一
三
世
・
繁
山
嶺
苗
（
一

七
四
八
年
遷
化
）
の
書
写
が
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
し
、
同
寺
一
五

世
嶺
仙
や
一
六
世
乙
堂
が
記
録
し
た
同
寺
『
交
割
帳
』
か
ら
は
、
一
四

世
・
劫
外
嶺
春
（
一
七
六
〇
年
遷
化
）
の
代
に
『
正
法
眼
蔵
』
が
整
え

ら
れ
た
と
す
る
た
め
、
乙
堂
や
西
有
の
関
与
を
認
め
る
こ
と
は
難
し
い
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と
思
わ
れ
る
。

（
28
） 
『
蒐
書
大
成
』
巻
二
〇
・
二
九
三
頁
上
段
、
翻
刻
に
際
し
一
部
を

除
き
漢
字
は
現
在
通
用
の
も
の
に
改
め
た
。

（
29
） 

高
柳
義
範
編
『
万
年
山
東
漸
寺
略
誌
』（
伊
奈
東
漸
寺
・
大
正
八

年
）
一
頁
に
、
同
寺
の
別
号
と
し
て
般
若
林
を
記
載
す
る
。
な
お
、
面

山
に
は
龍
渓
院
輪
住
中
に
著
し
た
『
參
州
東
漸
禅
寺
記
』
が
残
り
、
ま

た
、『
面
山
逸
録
』
巻
七
に
は
「
賀
宮
田
和
尚
新
住
参
陽
般
若
林
東
漸

禅
寺
」
を
収
録
（『
続
曹
全
』「
語
録
二
」
六
九
四
頁
）
し
、
同
寺
一
八

世
・
禿
融
宮
田
の
晋
山
を
祝
し
て
い
る
が
、
共
に
般
若
林
の
別
号
に
つ

い
て
触
れ
て
い
る
。

（
30
） 

『
曹
全
』「
語
録
二
」
六
九
八
頁
下
段

（
31
） 

『
蒐
書
大
成
』
巻
二
一
・
六
四
四
頁

（
32
） 

「
東
禅
寺
所
蔵
『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』」
解
題
（『
蒐
書
大
成
』「
続

輯
二
」
例
言
七
頁
）
を
参
照
し
た
。

（
33
） 

『
曹
全
』「
語
録
四
」
四
九
二
頁
下
段
、
訓
読
に
際
し
一
部
を
除
き

漢
字
は
現
在
通
用
の
物
に
改
め
た
。

（
34
） 

『
続
曹
全
』「
語
録
一
」
六
二
一
頁
上
段

（
35
） 

『
続
曹
全
』「
語
録
一
」
六
二
〇
頁
下
段

（
36
） 

『
僧
伝
集
成
』
三
九
頁
上
段
〜
四
一
頁
上
段

（
37
） 

『
大
寧
三
十
世
玉
洲
海
琳
禅
師
塔
銘
』（『
続
曹
全
』「
語
録
一
」
六

一
九
頁
下
段
）
を
参
照
し
た
。

（
38
） 

龍
源
寺
『
寺
境
十
一
題
詩
』
に
つ
い
て
は
、
同
寺
よ
り
提
供
い
た

だ
い
た
翻
刻
資
料
を
元
に
論
じ
て
い
る
。

（
39
） 

こ
の
一
項
は
「
万
光
道
輝
書
写
『
弁
道
話
』（
1
・
2
）」
解
題

（『
蒐
書
大
成
』「
続
輯
二
」
例
言
六
〜
七
頁
）
を
参
照
し
て
著
し
た
。

（
40
） 

『
曹
洞
宗
全
書
』「
大
系
譜
」
四
八
九
頁
で
は
、
法
系
の
伝
承
が
複

数
あ
る
こ
と
を
示
し
、
養
円
寺
九
世
の
宝
園
霊
樹
は
、
同
寺
八
世
・
唯

審
了
我
の
法
嗣
で
あ
り
、
同
寺
一
一
世
の
派
喬
歓
枝
は
宝
園
の
孫
弟
子

と
も
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
養
円
寺
の
歴
住
が
そ
の
ま
ま
嗣
承
関

係
に
あ
る
と
誤
認
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
更
に
、
別
の
伝
承
と
し

て
、
万
光
の
法
嗣
と
し
て
宝
園
を
置
き
、
派
喬
は
そ
の
法
嗣
と
も
す
る

が
、
今
回
検
討
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
宝
園
も
派
喬
も
共
に
万

光
の
法
嗣
で
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
41
） 

『
蒐
書
大
成
』「
続
輯
二
」
例
言
六
頁

（
42
） 

『
蒐
書
大
成
』「
続
輯
二
」
九
一
八
頁
下
段
〜
九
一
九
頁
上
段
、
翻

刻
に
際
し
、
変
体
仮
名
は
そ
の
本
字
を
用
い
、
踊
り
字
も
併
せ
て
ル
ビ

に
現
在
通
用
の
平
仮
名
を
付
し
た
。

参
考
文
献

・『
曹
洞
宗
全
書
』『
続
曹
洞
宗
全
書
』
を
参
照
し
た
。
引
用
に
際
し
て

は
、『
曹
全
』『
続
曹
全
』
と
略
記
し
、
巻
号
・
頁
数
・
段
数
の
み
を
記

し
た
。
ま
た
、
訓
読
は
筆
者
が
行
い
、
そ
の
際
に
漢
字
は
現
在
通
用
の

字
体
に
改
め
た
。

・『
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成
』（
大
修
館
書
店
）
を
参
照
し
た
。
引
用
に

際
し
て
は
、『
蒐
書
大
成
』
と
略
記
し
、
巻
号
・
頁
数
・
段
数
の
み
を
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記
し
た
。

・『
乾
坤
院
住
山
記
』
は
、『
愛
知
県
知
多
郡
史
』
中
巻
（
愛
知
県
知
多

郡
・
一
九
二
三
年
）
所
収
翻
刻
資
料
を
参
照
し
た
。

・
鏡
島
宗
純
編
『
延
享
度
曹
洞
宗
寺
院
本
末
帳
』
名
著
普
及
会
・
一
九
八

〇
年
復
刻
版

・『
曹
洞
宗
近
世
僧
伝
集
成
』（
曹
洞
宗
宗
務
庁
・
一
九
八
六
年
）
を
参
照

し
た
。
引
用
時
に
は
『
僧
伝
集
成
』
と
略
記
し
、
頁
数
・
段
数
の
み
を

記
し
た
。

・
曹
洞
宗
宗
学
研
究
所
編
『
道
元
思
想
の
あ
ゆ
み
』
3
（
吉
川
弘
文
館
・

一
九
九
三
年
）
を
参
照
し
た
。

・
愛
知
県
内
曹
洞
宗
寺
院
の
歴
代
住
職
は
川
口
高
風
編
『
愛
知
県
曹
洞
宗

歴
住
集
覧
』（
プ
レ
コ
ム
・
一
九
九
五
年
）
を
参
照
し
た
。

・
曹
洞
宗
文
化
財
調
査
委
員
会
編
『
曹
洞
宗
文
化
財
調
査
目
録
解
題
集

８
』（
曹
洞
宗
宗
務
庁
・
二
〇
一
八
年
）
を
参
照
し
た
。

・
菅
原
研
州
「
瞎
道
本
光
『
室
内
聯
灯
秘
訣
』
の
研
究
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愛
知
学
院
大
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研
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紀
要
』
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・
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所
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〇
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・
菅
原
研
州
「
近
世
曹
洞
宗
の
僧
侶
教
育
に
つ
い
て
（
研
究
発
表
記

録
）」、『
日
本
仏
教
教
育
学
研
究
』
二
五
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・
二
〇
一
八
年
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菅

原
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〇
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八
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辞

・
龍
源
寺
に
関
す
る
諸
事
項
を
ご
教
示
い
た
だ
き
、
ま
た
『
龍
源
寺
記
』

の
閲
覧
と
研
究
利
用
に
つ
い
て
許
可
し
て
下
さ
っ
た
龍
源
寺
御
住

職
・
渡
邉
信
行
老
師
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

・『
永
平
寺
住
山
記
』
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究

所
客
員
研
究
員
の
尾
崎
正
善
先
生
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。


